


1972年11月25日の平城・相楽ニュータウンまちびらきから50周年を記念して、ま
ちを盛り上げるイベント（記念事業）などを進めるため、地域・事業者・行政が一体
となり「平城・相楽ニュータウンまちびらき50周年記念事業実行委員会」が結成され
ました。
　本記念誌は、記念事業の一つとして「記念誌編集部会」を設置し作成したもので
す。また、表紙の【高の原】は「まちの愛称募集事業」の公募から選ばれたまちの愛
称で、その書は地元の書家、佐竹有沙子様に書いて頂きました。

『記念誌発刊にあたって』
　半世紀前、平城山(ならやま)丘陵613haを開発し、計画人口73,000人の新しい
街づくりが始まりました。
　この事業を担った日本住宅公団の資料には、開発の基本的な考え方について
「地区周辺の自然環境、とりわけ歴史的風土景観との調和を図ること、人口規模
にふさわしい都市施設を整備することにより‵都市らしさ′を醸成し、多様化す
る現代の生活を営むにたるニュータウンを建設すること。」と書かれています。
出来上がった街をみると、住宅配置、道路・歩行者専用道、公園・緑地、学校等
のインフラは住民が快適な生活を送れるよう整備されています。そして、この真
新しい街に全国から人が集まってきました。
　次は、集まった人々がこの街でどのような生活をするかです。人と人との交流
が大切です。自治会が結成されてゆきます。社会福祉協議会等も結成されます。
また、地域を跨ぐ文化協会、スポーツ協会も結成されました。その他様々な活動
が営まれてきました。人口の増減等社会の変化によりそれら団体・施設のありよ
うも変わります。今では、佐保台地区も加えて「高の原」と呼ぶ街になりまし
た。
　自らの手で街を創ってこられた先輩諸氏の活動を振り返り、また今の活動を紹
介することにより、ここ高の原が今後も一層住民が暮らしやすい街であり続ける
ことを願って50周年記念誌を発刊しました。
　ご一読いただければ幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記念誌編集部会
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1970.10 平城土地区画整理事業計画認可

1971.12 奈良市清掃工場完成

1972.11 平城ニュータウンまちびらき

〃 平城第 2団地入居開始

〃 平城第 2ショッピングセンター開業

〃 平城派出所開設

〃 近鉄高の原駅仮駅舎にて開業

1972.12 右京小学校開校

〃 平城西中学校開校

〃 奈良市北部出張所開所

〃 奈良右京郵便局開局

1973. 4 平城診療所（現高の原中央病院）開設

〃 右京幼稚園(現神功こども園)開園

1973. 5 右京保育園(現右京こだま保育園)開園

〃 近鉄高の原駅橋上駅完成・本開業

1978. 3 相楽土地区画整理事業計画認可

1978. 7 平城ニュータウンスポーツ協会発足

1979. 4 神功幼稚園(現神功こども園)開園

1980. 4 神功小学校(現ならやま小中学校)開校

〃 朱雀小学校開校

〃 朱雀幼稚園(現朱雀こども園)開園

〃 朱雀保育園(現朱雀こども園)開園

〃 平城高校開校

1980. 9 平城西公民館開館

〃 平城第二コート・球技場竣工（朱雀）

1981.11 サンタウン高の原（現サンタウンプラザ

すずらん館）開業

1983. 2 平城ニュータウン文化協会発足

1984. 9 奈良市総合福祉センター完成

〃 奈良市佐保山コート竣工（佐保台）

1985. 4 平城東中学校開校

1985. 5 三井佐保山住宅地竣工

1985.12 国鉄(現 JR)平城山駅開業

1986. 3 相楽ニュータウンまちびらき

1986. 4 相楽地区まちびらき記念式典

〃 高の原小学校開校

〃 木津第二中学校開校

〃 南陽高校開校

〃 相楽台保育園開園

〃 山田荘小学校移転開校

1986. 4 平城・相楽地区が文化学術研究地区に

位置付けられる

〃 東大寺学園中・高校移転開校（奈良市山

陵町）

1986. 6 ならやまコミュニティスポーツ会館完成

1986.10 ふれあい橋完成記念式典

1987. 3 平城地区換地処分公告

〃 相楽中部消防署木津西出張所開署

〃 平城第一コート・球技場竣工（左京）

1987. 7 木津町西部出張所開設

1988. 2 奈良大学移転開校（奈良市山陵町）

1988. 4 佐保台小学校開校

〃 精華南中学校開校(山田荘小学校内)

〃 奈良交通平城営業所開設

1988. 5 平城ニュータウン事業完成記念式典

佐藤忠良氏作のブロンズ像「夏」除幕

1988. 7 奈良市環境清美工場完成

1988. 9 精華町立精華南中学校移転開校

1988.10 奈良朱雀郵便局開局

1989. 4 神功保育園(現神功こども園)開園

〃 高の原幼稚園開園

1989. 7 兜台グランド・兜谷テニスコート開設

1990. 4 池谷公園テニスコート開設（桜が丘）

1990. 5 平城東公民館開館

1990. 9 ハイタッチ・リサーチパーク開所

1991. 6 いけたに保育所開所

1991.11 サンタウンひまわり館(現サンタウンプ

ラザひまわり館)開業

1992. 1 奈良交通高の原案内所開設

1992. 4 奈良市中消防署北出張所(現奈良市消防

局北消防署)開設

1993. 3 平城派出所が近鉄高の原駅前派出所（現

奈良警察署近鉄高の原駅前交番）に移設

1993. 4 相楽台小学校開校

〃 左京小学校開校

〃 左京幼稚園(現左京こども園)開園

1993.10 木津兜台郵便局開局

1994. 3 相楽地区換地処分公告

1994. 6 ならやま研究パーク開所

1995. 2 高の原コミュニティスポーツ会館開館

1996. 4 兜台保育園(現愛光兜台こども園)開園

〃 木津警察署相楽交番 開設

1998. 4 学校法人青丹学園・奈良医療福祉専門学

校（現関西学研医療福祉学院）開校

1999. 1 平城山駅前郵便局開局

2004. 3 コープ朱雀開店

2004. 7 奈良市北部会館開館

2004.11 平城ニュータウン 30周年記念事業・

自治連合会対抗運動会開催

2007. 3 旧木津町・加茂町・山城町の 3町が

合併し、木津川市誕生

2007. 5 イオン高の原ショッピングセンター

(現イオンモール高の原)開店

〃 木津川市西部出張所イオン高の原へ

移転開設

2012. 4 佐保台幼稚園と左京幼稚園が統合し、

認定こども園左京保育園となる

2013.11 サンタウンプラザ ひかり館開業

2015. 4 木津さくらの森開園

2016. 3 サンタウンプラザ すずらん南館開業

2017. 4 神功こども園開園

2018. 4 朱雀こども園開園

〃 南陽高等学校附属中学校開校

〃 関西文化芸術高等学校開校

（奈良市山陵町）

2020. 4 こども園右京こだま保育園開園

2022. 4 右京小学校と神功小学校が閉校され、

平城西中学校の跡地にならやま小中学校

として開校

〃 奈良高等学校移転開校

2022.11 平城・相楽ニュータウンまちびらき

50周年記念式典



近隣住区論と歩車分離

【公団パンフレット(1986 年)より】

【完成予想模型・・・公団冊子(1994 年)より】

【開発前の現況模型・・・公団冊子(1994 年)より】

関西文化学術研究都市

平城・相楽ニュータウン

京都府

奈良県

京都府

奈良県

【1971 年(昭和 46 年)6 月市民だより抜粋】

文化財の保存や公園・緑地、

歩行者専用道路の整備

【公団検討資料(1977 年)】

【公団冊子(1988 年)より】

【公団パンフレット(1981年.1998年)より】

【公団パンフレット(1986 年)より作成】

府県界緑地

石のカラト古墳

　平城・相楽ニュータウンの計画にあたっては、近隣住区論と歩車分離が本格的に導入されました。

近隣住区論は、一つの小学校区に小学校と近隣公園、近隣センターを配置し、あわせていくつかの児童公

園(現在の街区公園)を配置。二つの小学校区に一つの中学校、4つの小学校区に一つの高校と地区公園、

地区センター(高の原駅周辺のセンター)を配置します(下図模式図参照)。

　また、自動車を排除した遊歩道(「歩行者専用道路」)が地区全体を網羅的・有機的に配置され、自動車

と人との交差が少なくなるよう遊歩道に沿って学校や公園、近隣センターや集合住宅が配置されました

(土地利用計画図参照)。

　1987年(昭和62年)に関西文化学術研究都市建設促進法

が施行され、平城・相楽ニュータウンもその一翼を担い

(右図参照)、相楽地区にはハイタッチリサーチパーク、

平城地区にはならやま研究パークが順次開設されまし

た。

　「平城(なら)に都が置かれた時代

“北の青垣”と呼ばれた奈良(なら)

山丘陵の一角に豊かな自然環境を活

かしながら古代文化と現代的な都市

機能とが調和する都市づくり(公団

冊子より)」が目指されました。

　確認された多くの遺跡については

調査や保全がされ、京都府と奈良県

の境界は公園・緑地や公団をはじめ

とした集合住宅のオープンスペース

などが緑としてつながるように「府

県界緑地」が整備されました。

　また、丘陵地形を生かしながら公

園や歩行者専用道路の整備も進みま

した。

※1968年の都市計画法制定により自動車を通さない道路(歩行者専用

道路)の整備が可能となり、奈良市長の要望(上の「市民だより」参

照)とがあいまって平城ニュータウンにおける歩行者専用道路が整備

された。

 平城・相楽ニュータウンはUR都市機構(当時の日本住宅公団)が開発した奈良側の平城地区(土地区画整理の事業期

間：1970年(昭和45年)10月から1987年(昭和62年)3月、面積：348.7ha)と京都側の相楽地区(土地区画整理事業の事

業期間：1978年(昭和53年)3月～1994年(平成6年)3月、面積263.9ha)とで構成されており、1972年11月入居開始。佐

保台は1981年(昭和56年)より造成工事が始まり、1985年(昭和60年)より入居開始。ここでは、日本住宅公団による

大規模ニュータウンとしては関西での最初の開発となった平城・相楽ニュータウンの計画をまとめます。
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神功 じ ん ぐ う
人々が子どもたちを支えるいい体制が出来ていると感

じています。

　その他、カレー食堂、ミニコンサート、ならの歴史

にふれる全9回の講演会、落語会。ラジオ体操人形

「ブーブー」を高齢者にお配りしたこともありまし

た。地区社協が、地域の皆さまに身近な存在になるよ

う心掛けてゆく所存です。

５．防災防犯活動

①防災活動

　神功地区は、人口が5千人を超え人と人とがつなが

り、互いに助け合うコミュニティとしては規模が大き

すぎるとの考えから、自治会単位で防災訓連や防犯活

動がされています。数年前から指定避難所である旧神

功小学校を利用した避難所開設訓練を実施していま

す。地震は何時発生するか分りません。それに対応す

るため、出来るだけ事前の準備をしないで訓練をする

よう心掛けました。参加者はお客さんではないこと、

出来ることは手伝ってもらうこと、水を持参してもら

うような試みもしました。神功小学校がなくなりまし

たので、今後は、ならやま小中学校に場所を移して実

施することになります。

②防犯活動

　神功地区内では、2010年頃から各自治会が作成した

防犯啓発チラシが掲示版のみならず各家庭の門扉など

に張り出されています。これで十分というわけではあ

りませんが一定の効果はあるようです。しかし、事前

に下見をするような空き巣にはお手上げです。道を歩

く人に挨拶をすることが大変重要であると言われてい

ます。街をあげてそれを実行したいものです。

６．高齢者団体

　神功地区においても以前は万年青年クラブが存在し

ました。しかし、会員数の減少と高齢化のため継続が

非常に困難な状況に陥っていました。そこで、万年青

年クラブは活動を休止し、単位自治会の範囲で新たな

高齢者団体を立ち上げることになりました。神功さわ

やかクラブ、結の会、絆の会、いきいきクラブ、いち

よんクラブです。会員の居住範囲が狭くなったことに

よりお互いの顔が見えやすくなりそれぞれの会が30～

50名の会員で歌声サロン、健康マージャン、ハイキン

グ、飲み会等活発に交流されています。

７．急速な車の普及と駐車場問題

　このニュータウンの開発は、日本で急速に個人の車

所有が増える歴史と共に進みました。初期にはこれほ

どまでに車が増えると考えられていませんでした。し

たがって開発初期に建設された平城第1団地の駐車場が

顕著となりました。2005年と2008年地元自治会の要望

に基づき合計166台の駐車スペースが新たに開設される

ことになりました。

１．住んでよかった神功、

　　　　　　　これからも住みたい神功！

　これは神功地区自治連合会キャッチコピーです。住

みよい地域を作るのは行政だけではなく、住民自身が

自らの手で積極的に関わる必要があるとの想いを込め

ています。

２．神功の歴史

　神功の歴史を振り返ると、早い段階で平城第1団地が

出来、その住民用のバス路線（高の原駅～神功４丁

目）が開通しました。また団地近く、現在の「丘の小

道商店街」に住民の日々の生活用品を販売する「近商

ストア平城2号店」が出来ていました。

　戸建て住宅は、高の原駅近くから順次開発が進みま

した。そして最後の大型開発が神功6丁目の大規模マン

ションです（1999年）。

　このような開発の進展に応じて子どもたちの数が増

え、1980年には右京小学校の分割で神功小学校が開校

しました。6丁目の大規模マンションができた際には、

小学生が急増し教室が足りないために神功小の校舎増

築が行われました。　

　そして、2022年には少子化と建物老朽化等を原因と

して、神功小学校は、右京小、平城西中と共に「なら

やま小中学校」に生まれかわりました。

３．神功地区の行事

･神功秋祭

　1991年から神功池公園を利用して秋祭りを開催して

います。水神さんといわれている祠に神主さんの祝詞

をあげていただくことから始まります。

　そして舞台（子どもたちのけん玉・中学生の吹奏

楽・市役所バサラチーム八重桜・阿波踊りの大仏連

等）模擬店、社協主催の健康チェック、そしてお楽し

み抽選会などを楽しんでいただいています。子どもが

多かった時代には、子どもたちが樽神輿を担いで練り

歩いていたようです。

　近年来場者が増え1,000名を超え、会場があふれかえ

るようになっています。

・とんど焼き　

　2003年から旧神功小学校校庭において、とんど焼き

をしています。燃やす竹は前日に神功6丁目緑地から切

り出してきます。コロナ禍前までは、住民が栽培され

た丸大根の提供を受け大きな鍋で煮て皆様にふるまっ

ていました。　

・神功音楽祭

　2009年から北部会館をお借りして、北部会館と共催

で神功音楽祭を始めました。初回に「ママさんブラス

なら」の大演奏を聴かせていただいたこと、また神功

小学校の太鼓倶楽部の力強い太鼓マーチを楽しませて

もらったことが印象に残っています。平城西中学校の

吹奏楽も演奏者が舞台上に収まらない位の人数だった

のですが、今は寂しくなりました。その他、高齢者ク

ラブ、公民館自主活動グループの皆様にも出場してい

ただいています。

・神功クイズ大会　

　テレビでは、視聴者参加のクイズ番組が昔も今も人

気を集めています。学生時代にクイズ番組で大活躍さ

れた堀家敦さんの全面的支援によって2013年から神功

クイズ大会を始めました。問題を作るのは無論堀家さ

んです。それぞれ問題について正解だけでなく外れも

準備する必要があります。約2時間の大会の為約1,000

の選択肢を考えられているようです。それでも毎年楽

しく面倒を見ていただいています。

感謝！感謝！　

４．神功地区社協の活動

　これまで定番の「ふれあいサロン」「子育てサロ

ン」「神功カフェ」等を開催してきましたが近年はよ

り多くの皆様に地区社協の行事に参加していただける

よう新しい取り組みをするようになりました。例えば

神功池公園等を利用した「子ども居場所づくり活

動」。この活動には社協会員以外に民生児童委員、Ｐ

ＴＡ、地域教育推進会議メンバー、その他ボランティ

アの方など多数のメンバーが参加されており地域の



右京 う き ょ う
の活動に取り組み新たな右京へと変化する事を期待し

たいです。

なら山万年青年クラブの歩み

　なら山万年青年クラブは1978年（昭和53年）7月に設

立されました。

　当時は平城ニュータウンと言ってもまだ右京地区と

神功地区のみで、人口も9千人弱でありました。その様

な中での万年青年クラブの組織作りには大変な労力と

努力があったであろうことは容易に想像出来ます。そ

して設立時に52名もの会員を集められたことは驚きで

す。

　これまでの会員の皆々様のご努力のお陰で、今日迄

「なら山万青」を継続出来ているのは本当に素晴らし

く有難い事です。継続は力なりです。現在「なら山万

青」は会員70数名で、8つのクラブ（体育・マジック・

カラオケ・マージャン・旅行・ハンドベル・詩吟・ク

ラフト）が有り、それぞれが活発に活動しています。

そして毎月（8月を除く）第2日曜日に常会を開き食事

を楽しみ、アトラクションには他から講師を招いたり

自分たちのクラブ（マジック・ハンドベル・詩吟）が

出演して常会を盛り上げています。

　当会の活動を継続するうえでの問題は高齢化です。

(なら山万青会員の平均年齢2023年で83.42歳）今後ど

の様に継続して少しでも若返りが出来るかそして発展

させることができるかが大きな課題です。

「奈良市平城ニュータウンのあゆみ」を

たどりながら――

社会福祉協議会　

　「平城ニュータウン」に入居がはじまって10年、昭

和57（1982）年に「平城ニュータウン地区社会福祉協

議会」が発足した。

　街の成長にあわせて「地区」は細分割され、「右京

地区社会福祉協議会」が誕生した。昭和60（1985）年9

月のことである。

　平成10（1998）年に「右京地域ふれあい会館」が開

設されて活動拠点が整った。小地域ネットワーク活

動、「見守りチーム」の発足は翌平成11年4月。平成12

年から「ふれあいサロン」が定例化された。

　さらに、「北福祉センター（旧称北老春の家）」

が、平成16（2004）年1月に開設された「奈良市北部会

館」に置かれて、地区社協の活動はさらに活発となっ

た。奈良市総合福祉センターで行われていた「敬老の

集い」は、ここで開催されるようになった。

　現在「右京地区社協」を構成するのが、地区の3団体

「右京地区民生児童委員協議会」「高の原地区万年青

年クラブ連合会」「連合福祉たすけあいの会」、3つの

ボランティアグループ「われもこう」「オレンジカ

フェ右京」「右京団地ふれあいサロン」、そして、有

志個人会員である。昭和56年に結成された「われもこ

う」は「ふれあいサロン」を運営するほか、地域福祉

活動の原動力となってきた。

　「ふれあいサロン」につづいて、平成18年から「水

曜喫茶室」、平成28年に平城右京団地集会所に「より

みち」が誕生した。その間、「オレンジカフェ右京」

が平成27年に北福祉センターではじまる。到来した地

域の高齢化にも備えようとするものであった。

　第2団地のヤングママたちの「高の原ふれあい会」が

平成2年にはじめた「高の原フリーマーケット」と共催

してきたが、寄贈品の種類と質の変化が顕著となっ

た。バザーの運営を担う、社協スタッフの体力の問題

も深刻となった。

　高齢者をつつみ込む街づくりを目標に右京地区の見

守りチームが発足した平成11（1999）年、奈良市の65

歳以上の高齢者率は14.4％であった。ほぼ四半世紀を

経た本年、令和5（2023）年9月1日現在、右京地区では

65歳以上が38.13％、75歳以上は22.96％。

　令和2（2020）年1月6日、厚生労働省は、前年10月以

降中国の武漢で新型コロナウイルスを確認。瞬く間に

感染が拡大し全ての活動が休止を強いられたが、感染

の波のあいだをぬって社協の活動はつづけられた。

　そして、「敬老の集い」が2023年、4年ぶりに再開さ

れるなど、少しずつ通常に復帰しつつある。

　これからの社協は途絶えていた地域のみまもりの活

動が大事になろだろう。おたがいが気づかいあうネッ

トワークを穏やかに地域に拡げることこそ、地域福祉

の原点ではないか。

【新たな街づくりに向けて】

右京地区自治連合会　

　右京地区の中心軸であった旧右京小に代わり、平城3

号近隣公園が地域の憩いの中心軸となって来た、その

公園で「お月見会」が令和5年9月29日（金）に開催さ

れた。午后6時、平城3号近隣公園に集まった大勢の

人々が御蓋山の頂きに現れた満月を見て一斉にカメラ

を向けて「来年も中秋の名月の会を開催してね」と大

勢の方から励ましの声を頂いた。

　右京の人口の38％弱が65歳以上の高齢者と云われる

が、楽しいイベントには大勢の若い世代、子ども達も

集まって来ます。以前は小学校を軸とした催しやス

ポーツ大会が行われましたが、今も面白いイベントを

地域ぐるみで行うと年齢に関わらず多くの老若男女が

集えて、新しい人との交流の場が出来上がります。　

　地域に住む人々が互いに交流できる機会を増やして

地域内の風通しを良くして行くには地域の公園を利用

したイベントの開催が大事ではと思います。「お正月

のトンド焼き」、「春の花見会」、「第2団地での夏祭

り」、「秋のお月見会」と「地域防災訓練」「年末お

餅つき会」等を定着化してその輪を広げて行けるよう

に地域からの協力とアドバイスを頂き促進して行こう

と思います。

　振り返ると、平城・相楽ニュータウン開発の一環と

して奈良北部の丘陵地が造成され「右京地区」が最初

の産声を上げたのが1972年4月。地域内の自治会が1974

年4月に立ち上がり「我が街右京」をみんなの力で創り

上げ、育て上げて来て半世紀が過ぎました。この半世

紀にわたり地域の為に活動して頂いた多くの方々に心

からの御礼を申し上げる次第です。

　直近の右京の姿は2,454世帯、4,751人。右京地区を

愛する人々が希望される事はこれから50年先の「我が

街右京」を今以上に住み易く、安心で安全な緑豊かな

街にして、新たな世代の人々にも期待されるような地

域になる事だと思います。

　令和7年頃には旧右京小跡を活用した住宅地に新しい

入居者が来られる予定です。

　新たな住宅街には新たな緑地エリアと大きな広場が

準備されます。地域内で安心して利用できる高齢者施

設の開設も地域からの要請を受けて行政側と交渉して

います。楽しく・心落ちつくシニアライフを住み慣れ

た地域内で過ごせることは願っても無い事です。伝統

的に「我が街右京」はまとまりの良い所です。地域で

活動する諸団体も互いに緊密な連携を取りながらの活

動が永年続いています。このグループが生み出してき

た右京独自の催しを今後も継続・実施する事で地域内

の繋がりの輪を広げて、新しい住民も参加しやすい新

しい輪へと広めてゆく事が大事な事だと思います。

　地域の窓口として自治連合会がその役割を果たせる

ように運営して行かねばなりません。

　新しい右京の街を地域住民からの協力を得ながら築

き上げるための活動内容です。

●人々が集い・憩える公園は住宅内の貴重なオープン

スペースです。

　右京地区の「ピエロ公園」「平城3号近隣公園」「丸

太公園」は他にも自慢できる素晴らしい公園です。永

年、地域のグリーンサポート団体が環境整備活動を続

けている公園です。安心して利用できる公園の環境整

備をみんなで心掛けて行きたいです。

●人々が集い、話し合えるスペースとしてふれあい会

館に加えて、体育館内のフリースペースも活用できる

ようになります。地域交流の機会を増やしたいです。

●「高齢化社会」への対策として「地域内の高齢者施

設」を右京地区に設置する事で高齢者が安心して暮ら

せる街として施設運営に期待したいです。

●地域内で多彩な活動をしている活動諸団体との連携

を保ちつつ各々の活動団体が自主的に地域内活動を推

進する一方で、自治連合会は奈良市行政への窓口とし

て地域からの要望点や改善点を自由に忌憚なく話合い

の出来る関係を維持して行きたい。

　この様な活動が新しい右京の街を築き上げる一助と

なるよう期待しています。

　とは云うものの当面の課題は高齢化社会への対応と

新しい世代の勧誘で地区を活性化させること。これら



朱雀 す ざ く 【地域活動】

・夏まつり

昭和62年8月、朱雀第一住宅主催の「朱雀・左京地区夏

まつり」開催。第1回目は二日間開催。当時の参加者等

は不明ですが、平成19年からは朱雀地区単独で開催を

続けています。

令和5年度コロナ明けで4年ぶりに開催した夏まつりに

おいては2,000人余りの参加者でにぎわい、朱雀の夏の

風物詩になっています。幾度となく、猛暑による対応

で、秋開催を考えてきましたが、未だ夏季に開催して

います。

・音楽祭

平成27年から地域の文化発表会として定着していま

す。場所は朱雀小学校体育館をお借りし、地域の文化

団体の日々の研鑽を積まれた素晴らしい発表や、子ど

も園から高校生までの園児・生徒さんのパフォーマン

スに地域は癒され、楽しみにされています。今後も引

き続き開催していきます。

・キッチンカーフェスタ

コロナの感染拡大で地域活動ができない状況の中、令

和2年から朱雀ふれあい公園（平城第二号公園）北側エ

リアを利用して毎年秋に開催しています。

関西の選りすぐりのキッチンカーと地域団体に出店し

ていただき、普段食べることのできない食を提供する

と同時に、コミュニティスポーツ会館前広場でイベン

トを実施し、地域の方に秋の一日を楽しんでいただい

ています。令和5年は2,000人余りのお客様にご来場い

ただき大変賑わい、地域の活性化に役立っていると思

われます。

・ふれあい居酒屋

この事業もコロナ禍の中、何か自分たちでできること

はないかという発想と、平成31年に社会福祉協議会が

行ったワークショップで出た意見を踏まえ、取り組ん

だ事業になります。

　企画、仕入れ、調理、提供すべてを地域で運営し、

朱雀地域ふれあい会館で年３～４回開催しています。

100名を超すお客様が来られ、地域住民同士のコミュニ

ティーの場となり、“地域の居酒屋”として大盛況な

事業です。

　こういった様々な事業は、たのしいまち、魅力のあ

るまち、笑顔があふれるまちづくりには必須なもので

あると考え、継続していく所存です。

＜社会福祉協議会＞

朱雀地区社会福祉協議会の歩み

＜昭和60年の発足～平成12年の継続事業＞

夏まつり 敬老祭 バザー 介護研修 高齢者みまもり活

動 広報紙発行 サンタ・マリア夏祭り・防災訓練支援 

平城東中学校福祉体験学習支援　朱雀・左京地区社協

杯ソフトボール大会共催　4地区社協連絡会など

＜平成13年～＞

上記に加え、社協活動学習会 住民福祉アンケート実施 

地域懇談会開催 福祉研修年に数回 うた・楽器・喫茶

サロン レベル別3種の体操教室 障害児子育てサロン 

在宅介護者交流会 介護福祉機器展 「福祉ガイドブッ

ク」2回発行 奈良市子ども居場所づくり事業・放課後

子ども教室事業主催 認知症見守り声かけ模擬訓練 ま

ちづくり協議会発足 地区センター（のちの北部会館）

建設連絡協議会参加 「奈良市地域福祉活動計画」策定

委員会に参加など

＜令和4年現在＞

平成19年から継続している「脳の健康教室」には近隣

左京地区からも参加がある。あとに続く地区がなかっ

たため市内で唯一の開催となっている。

コロナ禍における対処活動

・食品提供プロジェクト

・敬老ジャンボ！？宝くじ

・新鮮産直野菜市 

・キッチンカーフェスタ協賛

４地区社協合同活動

・平成13年合同講演会　

・平成14年合同研修会 

・平成16年福祉フェア（北部会館開設協賛）

「笑顔があふれるまち」をめざして

＜自治連合会＞　

　昭和49年9月、平城ニュータウン全体で一つの自治連

合会として発足いたしました。

　当時の朱雀地区は、夜は暗くすこぶる危険でした。

交通事故も多かったために、自治連合会が防犯灯や信

号機の設置を市に要望し、徐々に街灯の設置が実現し

てきました。

　また、現在のような集会所施設もなく、役員会は役

員宅で開催しており、非常に不便であったことから、

集会所（現朱雀地域ふれあい会館）の建設に向けて市

や公団関係者と交渉し、現在の位置に建設してもらう

ことができました。（平成元年4月開館）

　駐車場も、集会所前とコミュニティスポーツ会館前

にあわせて50台分確保していただきました。

（現在は、令和4年にテニスコート東側に駐車場を新設

し、コミュニティスポーツ会館前駐車場も増設整備し

約70台分を確保しています）

公民館建設にあたっては、地域住民（朱雀・左京・佐

保台）の人口が3万人必要であったが、それに満たな

かったため却下されそうになりましたが、住民の力強

い交渉の末、無事現在の位置に建設することができま

した。（平成2年5月開館）

　町名についても、朱雀という名を正式町名（行政町

名）にするため歴史学者等を招聘してシンポジウムや

住民アンケートを取り、住民多数の賛同を得て現在の

町名になりました。

朱雀地区の歩み

昭和52年 3月　朱雀二丁目自治会設立

昭和54年 4月　朱雀一丁目自治会設立

昭和55年 4月　朱雀小学校・平城高校開校

同          　朱雀幼稚園・朱雀保育園開園

昭和56年 5月　朱雀五丁目自治会設立

同       6月　朱雀六丁目自治会設立

同       8月　朱雀第一住宅自治会設立

昭和58年12月　奈良交通バス【高の原駅～朱雀5丁目

               ～左京近隣公園間】運行開始

             （現在は循環運行）

昭和59年 4月　朱雀四丁目自治会設立

同　　　 6月　朱雀第二住宅自治会設立

昭和60年 4月　朱雀三丁目自治会設立

同             平城東中学校開校

同　　　 7月　平城ニュータウン自治連合会が朱雀

               左京・右京・神功各地区自治連合会

               に分割

同　　　 9月　朱雀・左京地区社会福祉協議会設立

昭和61年11月　朱雀・左京地区民生委員児童委員

              協議会設立　　　　　　　

昭和62年 7月　高の原駅前団地自治会設立

平成 5年 4月　朱雀・左京地区自治連合会と、社会

              福祉協議会が、朱雀と左京に分割

平成 7年12月　朱雀・左京地区民生委員児童委員

              協議会が、朱雀と左京に分割

平成 9年 2月　女性防災クラブ設立

平成23年 6月　自主防災防犯協議会設立

平成28年 7月　幼保再編委員会、平城第二号公園

              活性化委員会設立

平成30年 5月  平城第二号公園支援会設立

　　　　　　 （現在はふれあい公園支援会）

令和元年 6月　まちづくり協議会設立



左京 さ き ょ う
《主な活動》

・自主防災防犯部会開催（年７回 ）

・奈良市総合＆左京地区自主防災訓練

・地域防犯パトロール（年２回）

・防犯講習会（奈良県警）

・AED講習会（奈良北消防署）

・災害時備蓄品を年次計画で購入

・避難行動要支援者支援活動

・防犯のぼり製作（毎年標語交換）など

【左京地区社会福祉協議会】

　左京地区の地域福祉の増進を目的に、ふれあい会館

だけでなく地区内の奈良市総合福祉センターも利用し

ながら活動しています。

《主な活動》

・おきがる食事会（こども食堂）

・ティーパーティー

・ふれあい寄席

　関西大学落研OB/OG「グループいっせき」

・福祉ソフトボール大会

　障がい者と健常者が楽しみながら相互理解できる機

　会として、ハンデ無しで試合を実施

サロン活動（通所型サービスＢ事業）として

・ふれあいランチ会

・元気ならエクササイズ

・踊りを楽しむ会

その他、地域協議会と連携しての見守り活動や「カ

フェテラス左京」、お困り事の「くらしのなんでも相

談室」随時実施など

【左京地区女性防災クラブ】

　阪神淡路大震災を契機に1997年に設立しました。

「自分達の街は自分達で守る」を合言葉に日頃から知

識の向上や有事の手順等の習得に努めています。

《主な活動》

・地域防災訓練時には「炊き出し訓練」

・年末には「年末防火・防災パトロール」を行い火災

　防止を呼び掛けています。

【左京地区民生児童委員協議会】

　左京地区では現在、民生児童委員9名、主任児童委員

１名の10名体制で活動して地域の諸団体（地域包括支

援センター、奈良市社会福祉協議会、警察署、左京地

区地域協議会、自治連合会、８つの自治会、左京地区

社会福祉協議会協、小学校、こども園など）と連携し

安心・安全なまちづくりを目指し活動しています。大

人にとっては安心して生活でき、また子供にとっては

安心して成長できる地域を目指し活動して参りたいと

思います。

《主な活動》

・地域の方々のお困りごとなどの相談活動

・お一人暮らしの高齢者や障害をお持ちの方等への

　定期的な訪問見守り活動

・地域の各種行事、会合への参加、協力

・見守り支援員との連携による見守り活動

・地域連携による見守り活動（下校時の見守り、緊

　急時の避難行動支援、駅頭警戒）

・「くらしのなんでも相談室」事業への協力

・地域諸団体との連携による各種啓蒙活動

・県や市が主催する行事への参加など

【奈良市地区赤十字奉仕団・左京分団】

　奈良市では、10分団で組織されています。日本赤十

字の人道・博愛・奉仕の精神を地域の皆様に理解して

頂ける様に地域に根差した奉仕活動を展開していま

す。

《主な活動》

・献血推進運動

・共同募金、義援金、救援金募金活動

・敵・味方供養碑追悼式

・長島愛生園（ハンセン病施設）訪問　など

【左京地区地域協議会】

　左京地区は、2023年４月１日現在、2,510世帯、人口

6,001人の街です。

　奈良市は、少子高齢化、自治会加入率低下により地

域コミュニティ機能を強化する目的に地域で活動する

団体が協力して意見をまとめ行政と意見交換を行い協

働してまちづくりを進める地域協議会設立を推奨して

います。それに基づき、2019年６月18日に左京地区は

「自治連合会」「社会福祉協議会」「民生委員児童委

員協議会」「自主防災防犯部会」が中心になり、30の

団体が参画し、一体となって地域協議会を設立しまし

た。

　具体的には、地域の「ビジョン」を掲げ、地域の課

題を抽出し、課題を解決するために「地域自治計画

書」を立案し、役割分担にて地域の総力を結集させた

活動を行っています。その役割を担うために「防犯・

防災・安全」「環境・街づくり」「福祉」「健康ス

ポーツ」「生涯学習」「総務・広報」の６部会と「見

守り活動推進」「左京祭り」の２つのプロジェクト活

動を進めています。

【左京地区自治連合会】

　1983年後半の入居開始より40年の歴史があります。

1993年に朱雀・左京合同自治連合会から分離し、左京

地区自治連合会が組織化されました。

　７つの自治会とオブザーバー（左京団地）で構成し

ています。

　「自治会長連絡会：４回」「役員会：12回」「左京

祭り実行委員会：７回」「ふれあい会館運営部会：12

回」を年間開催し、地域に寄り添った活動を実施して

います。

《過去の活動推移》

＊2005年：ごみ焼却施設に関する公害調停成立

＊2006年：おやじの会設立

＊2006年：第１回コンサートイン左京開催

＊2008年：第１回「左京祭り」開催

＊2010年：「左京の森」開園

＊2010年：左京グリーンサポートクラブ設立

＊2011年：第１回「左京さくら祭り」開催

＊2013年：第１回「焼き芋の集い」開催

＊2013年：「告知用看板」２ケ所常設設置

＊2014年：左京サウンドソナーレ活動開始

＊2017年：左京の森・イルミネーション

以来、継続できる行事を具体的に毎年実施していま

す。

＊その他活動

・地域ふれあい清掃（年２回）

【左京地区自主防災防犯部会】

　2008年自治連合会の内部組織として発足し、地区の

防災・防犯活動を行っています。地域連携の為、左京

小学校、こども園も部会メンバーとして情報共有を行

い広く活動しています。
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いて土地区画整理事業を計画した。

　昭和61年2月に事業を開始し、平成4年3月に事業完了

となる「奈良北地区土地区画整理事業」が施行され、

新たに佐保台西町となった。この区域内には、奈良市

の公共施設として勤労者総合福祉センターと人権啓発

センター（その後廃止）が建設された。

【大型スーパー建設反対運動】

　平成10年ころに佐保台二丁目の西側の山林に大型

スーパー建設計画が持ち上がった。郊外型スーパーで

大きな駐車場を設置することから、住民の交通公害を

心配する声が上がり、反対署名運動の結果、多数の署

名が集まり奈良市などへ陳情したところ、この大型

スーパーの計画は取りやめとなった。

　その後、しばらくして当該地の佐保台一丁目は住宅

地として開発され、ビバリーヒルズの愛称で売り出さ

れ、電柱のない美しい街並みが完成した。

【わが街の自慢】

　佐保台を来訪した方々から聞く声は「美しい街です

ね」というお言葉です。朝から道端を清掃する方をよ

く見ますし、公園はグリーンサポートボランティアク

ラブや万年青年クラブの会員の皆さんが毎月除草や清

掃をしてくれており、歩道の清掃も定期的に行われて

います。これも緑豊かな閑静な街で暮らしたいと入居

された住民の気持ちの表れです。

　今、当地区の課題はJR平城山駅のバリアフリー化と

太陽光発電業者が行った緑地破壊の復元です。かつ

て、この町では小学校開設、下水処理場市移管、大型

スーパー反対などで住民が運動を起こし、実現してき

たことに学び、これら二つの大きな課題に取り組んで

いきたいものです。

【佐保台の地域活動】

●自治連合会

昭和63年結成。地区社会福祉協議会、民生委員・児童

委員協議会、自主防災防犯協議会と連携・協議して地

域の安心・安全の取り組みを進めるとともに、地域の

要望を取りまとめ住環境の改善を進めている。また、

とんど焼き、夏祭り、文化祭を開催し、地域住民のコ

ミュニティ増進に努めてきた。昨年より夏祭りをリ

ニューアルした佐保台ふれあいフェスタを行ってい

る。地域自治協議会が結成後は、とんど焼き、文化祭

などの主管を自治協議会に移管し、相互の役割を理

解、分担し地域活動を担っている。現在は当地区の重

要課題である、「JR平城山駅のバリアフリー化」「太

陽光発電事業による緑地破壊の復元」に取り組んでい

る。

●地域自治協議会

令和2年4月に結成。地域内の各種団体はもとより事業

所や連合会未加入自治会・住民も巻き込み活動を行っ

ている。特に地域内の高齢者福祉施設の協力により、

実施している、買い物支援送迎車サービスは特筆すべ

きものです。

・文化祭の実施（芸能発表会・作品展示会）

・軽スポーツ大会の実施　

・とんど焼きの実施

●地区社会福祉協議会

平成22年9月結成

・ふれあいサロン：ふれあい広場を開催し、歌声サロ

　ン、健康出前講座、介護予防講座などにより高齢者

　の健康とつながりの増進に努めている。

・手軽な健康ウオークの開催

・生活、健康、福祉なんでも相談会の開催

・放課後子ども教室の運営に参画

●自主防災防犯協議会

防災避難訓練、避難所開設訓練を通して、住民の防災

意識の向上を図っている。また、防災倉庫に災害時応

急対応備品や備蓄物資の確保に努めている。

・迷惑駐車追放防犯パトロールの実施

・児童登校時見守りパトロールの実施

・親子防災教室の実施

●グリーンサポートボランティアクラブ

毎月、地域内の3か所の街区公園の除草、清掃、低木の

剪定を行っており、子どもたちのあそび場や高齢者の

憩いの場を提供している。また、2か所の花壇も整備し

ており、やすらぎの場となっている。

●万年青年クラブ

会員数130名を超える、地域内の最大のグループ。

カラオケや手芸などの趣味を楽しむグループやいきい

き健康塾という踊りやダンスを楽しむグループが活動

している。また、公園や道路の清掃活動も定期的に

行っている。

【地勢と沿革】

　奈良県と京都府の府県境界には平城山（ならやま）

と呼ばれる小高い丘陵地が連なっており、その平城山

丘陵の東端に佐保台地区はあります。都市計画道路奈

良阪南田原線（通称外環）の開通により、昭和40年代

からあった宅地開発構想が具体化し三井不動産が昭和

50年代の初めに奈良阪町と佐紀町にまたがる43.8ｈａ

の開発許可を得た。当地区全域が風致地区に指定され

ていることもあり①集合住宅は認めない②一区画当た

りの面積は250～300㎡にする③開発地の周囲は緑地帯

を設置するなどの開発指導があったとのことです。そ

のため、宅地は約750区画と少なくなったが緑豊かな住

宅地が形成され、昭和58年12月から入居が始まりまし

た。

【管理組合の設立と解散】

　佐保台地区は木津川（京都府側）流域のため、排水

を奈良市の公共下水道に接続することができなく、単

独の下水処理施設が設置された。また、住民のための

集会施設として三井佐保山住宅集会所が建設、テレビ

の共同アンテナ施設（CATV）も設置された。これら三

つの施設を管理運営するため、住民による管理組合が

設立され、入居者はこの管理組合に加入することが義

務付けられた。その後、下水処理施設を住民が管理運

営していくことは、経費面、技術面において負担が大

きいことから、市に移管を求める声があがり、平成8年

に市へ移管された。また、テレビ受信施設については

民間のテレビ受信も含めたインターネット網の発達に

より、効率性、利便性の観点からテレビの共同受信施

設を廃止した。

　開発業者が建設し管理組合が運営していた集会所に

ついては、奈良市が小学校区毎にふれあい会館の整備

を進めていたことから、奈良市へ無償譲渡し、新たに

佐保台地域ふれあい会館として平成21年に市の公の施

設となった。この無償譲渡については一部反対意見も

あったが、市の施設になることによる、大規模修繕や

光熱水費が市の負担となること、また指定管理料収入

があることから、地域の負担が軽減され、そして、奈

良市もあらたに用地取得、施設建設の必要がなくなる

ことから、双方にメリットがあったと思料される。な

お、ふれあい会館は平成23年に、市が1棟を増設し、大

幅に利便性が上がった。

　このように、管理組合が運営していた3事業が終了し

たことから平成21年に無事解散することとなった。

【平城山駅の開業】

　当初佐保台地域住民の交通手段はJR奈良駅から近鉄

奈良駅を経由して佐保台地域内を抜け近鉄高の原駅を

結ぶ奈良交通の路線バスのみであったが、地域の西側

をはしる国鉄（現JR）関西本線に新駅建設の構想が持

ち上がり、国鉄も周辺に車両基地設置を予定していた

ことから、新駅「国鉄平城山駅」が昭和60年12月に開

業し、大阪、京都への通勤・通学の利便性が向上し

た。

　なお、建設に伴う費用は駅舎並びに住宅地を結ぶ跨

線橋そして当初の運営費すべてを当地域の開発者であ

る三井不動産が負担した。

【佐保台小学校の開校】

　開発計画における土地利用図には、地域内に小学校

と幼稚園の設置が示されており、広告図面にも同様の

図面が記載されていたが、入居が始まっても、市によ

る小学校建設の動きは無く、小学生はバスで朱雀小学

校へ通学していた。地域内に小学校があることが購入

のきっかけとなった住民もおり、また、小学生の数も

増えてきたことから、小学校建設を求める声が大きく

なり、住民からの市議会などへの陳情なども功を奏

し、昭和62年4月、佐保台小学校が開校された。

　当初約180人の児童が在籍したが、平成8年ころから

児童数が減少し平成20年には児童数74人となり、複式

学級や廃校になるのではとの噂話もでるようになった

が、その後、佐保台西町や佐保台一丁目（ビバリーヒ

ルズ）の入居が始まったことから、平成20年を底に児

童数が増え始め、令和5年には188人の児童が学んでい

る。

【奈良北地区土地区画整理事業】

　奈良市は平城山駅設置計画に伴い駅へのアクセスの

必要性から、国鉄関西線と国道24号線に挟まれた南北

に長い歌姫町、佐紀町、奈良阪町に属する約13haにつ
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《筆者の思い》

　住みよい高の原を更に進化させるには安全・安心

な、そして住民のコミュニケーションの場が多い街づ

くりが必要と思います。

　その為には自治会組織は不可欠であり、自治会を支

えている自治会員の協力が重要と考えます。高齢化社

会の中での自治会の在り方を改めて考え直す必要があ

る時期に来ているのではないでしょうか。

◆◆社会福祉協議会相楽台区支部の歩み◆◆

【街のはじまり】

　渋谷川を挟んで東西を覆う山林―、昭和53年

(1978)、相楽台に住まいを求めて土地を購入した人曰

く、「うちはどのへん？」と不動産屋にたずねると、

「山林の、あのへんです」「どこですか？」「ホラ、

あのへんです」「？」という状況だったとのこと。以

来まもなく50年、ここまで、よくも成長をとげたもの

だと今昔の感に堪えない。

【福祉組織のはじまり】

　新たに開かれたニュータウンには、しかしながら、

伝統的な街には確乎として存在する街の仕組みやしき

たりが、ない。そこを補完して住民の暮らしが豊かに

営まれるためには、近隣のつながりを基盤とする自治

会、さらに広く相楽台全体を基盤として木津川市や京

都府とも連携をとりながら住民の福祉向上をはかる社

会福祉協議会、その支部を、文字どおりゼロから立ち

上げてゆく必要があった。

　この地域では、平成2年(1990)9月、「西木津台地区

支部」の呼称で兜台と相楽台2丁目を単位とする福祉活

動が始まった。その後、相楽台の開発が進んだのに応

じて、平成9年6月、「西木津台地区支部」を解散、

「相楽台区支部」と「兜台区支部」として活動を展開

することとなり、現在の体制が開始された。

【住民福祉活動の展開】

　福祉活動の基本は、住民間の連帯とボランティア精

神。この地域では、｢新緑のつどい｣｢健康長寿講座」

「特殊詐欺被害防止講座」、あるいは各種サロンの開

催など、地域の親和関係の構築と生活意識の向上をめ

ざす催しの企画・開催に総力をあげて取り組んでい

る。さらにこれらの活動に1人でも多くの住民が参加さ

れるよう、毎月、広報誌を作成、全戸に配布してい

る。

　広報誌のはじまりは、平成23年(2011)創刊の「社協

相楽台区支部だより コスモス通信」（年2回、第4号ま

で）。26年1月、「ミニ・コスモス通信 相楽台」を創

刊（毎月）。30年12月、第60号記念特集を発行。令和4

年(2022)4月、第100号記念誌を発行。第101号より、福

祉活動の初心にたちかえるべく、誌名を「コスモス通

信 相楽台」に戻して継続、今年令和5年中に第120号に

達することになる。

【ふくらむ課題】

　二つの大震災、近年多発する大型台風や想定外の豪

雨など、危機管理の必要が高まる昨今、よく「自助」

と言われるが、それで凌ぎきれるものではあるまい。

地域福祉の課題は、「住みよい街をつくる」にとどま

らず、力を合わせて「住みよい街を守る」ことへと、

大きくふくれあがったということである。そのために

は、1人でも多くの住民が、義務や当番ではなく、ボラ

ンティア精神で自主的に支部の活動に参加してくださ

ること。その実現のために、さらなる努力が必要であ

る。

◆◆ 相楽台地域自治会連合会 ◆◆

【相楽台地域の紹介】

・地域の範囲：イオンモール高の原の北側の相楽台1丁

　目、2丁目、3丁目及び近鉄京都線と京奈和自動車道

　に囲まれた相楽台4丁目、5丁目、6丁目、7丁目、8丁

　目、9丁目

・地域の世帯数及び人口他（2023年9月現在）

　世帯数：2,099世帯

　総人口：4,934人

・自治会：2丁目、5丁目、6丁目、7丁目、8丁目、9丁

　目、高の原駅東地区団地（以降、「駅東」と呼ぶ）

　の7自治会

・自治会入会世帯数(2023年4月)：1,071世帯

・全自治会の総世帯数：1,690世帯　

・自治会入会率：約63％　

※賃貸UR集合住宅の駅東は約24％と低い

※戸建ての多い自治会も年々入会率が低下傾向にある

【相楽台区自治会連合会発足の経緯】

　平成12年（2000年）に高の原駅東地区団地自治会よ

り相楽台地区の６自治会に連合会立ち上げを呼びか

け、６自治会の合意により平成13年度の各自治会の総

会にて相楽台区自治会連合会（以降「連合会」と呼

ぶ）及び相楽台区自治会連合会規約が承認され、連合

会が発足。また、平成14年3月21日に駅東より区長とし

て戸田久仁彦氏、2丁目より副区長として吉田明氏が連

合会より推薦され、木津町へ区長並びに副地区長の推

薦状を提出し、木津町に受諾された。

　連合会が正式に産声を上げたのは平成14年3月（2002

年）

【連合会組織と活動経緯】

1.連合会組織

（各自治会の会長・副会長：14名）

　会長、副会長2名、事務局長、会計、

　監査2名、運営委員7名

　地域長　副地域長　社会福祉協議会委員

　民生児童委員　顧問（防災関連）　

　防災関連アドバイザー（令和2年より）

　防災アドバイザー　防災士2名

2.活動経緯

イベント関連

・町民運動会参加

　平成19年3月12日の旧木津町、加茂町、山城町の３町

　が合併して木津川市になってからは会場が遠隔地に

　なる事が多く、連合会として参加していない。

　※平成13年に女子リレー決勝へ進む

・木津川市小学生ソフトボール大会参加

　10日間程の早朝練習へ役員が協力

　練習の手伝いに参加し、子どもと大人のコミュニ　

　ケーションの場として重要なイベントと思われた

（筆者の感想）。

・餅つき大会（11月中旬）：平成19年（2007年）より

　令和元年（2019年）まで開催。以降3年間はコロナ禍

　により中止

　参加者数：350人～500人

　※地域住民のコミュニケーションの場として大いに

　盛り上がった（筆者の感想）。

・防災訓練：餅つき大会と同日に実施

　①炊き出し訓練

　小学校の連合会の防災倉庫に収納している炊事道具

　にて参加者へ豚汁提供　

　※400～500人分

　②消火訓練⇒消火器操作、道路設置の消火栓操作見

　　学・体験

　③救急救命訓練⇒AED操作、三角巾活用、傷病者運　

　　搬、通報、避難

　④その他、体験・見学⇒起震車による地震体験、消

　　防車見学

　※訓練の全てが体験しないとその場に直面するとで

　きないと感じた。又、繰り返し訓練しないとすぐに

　忘れてしまう（筆者の感想）。

・木津川市青少年育成委員会

　イベントへ参加及び運営協力

・子ども安全安心ネットワーク会議

　子ども通学路の安全確保への協力

・高の原防災ウォークラリー参加

　令和元年11月17日（2019年）



兜台 か ぶ と だ い
で、それなら自分たち

の手で祝おうと毎年4

月に開催している「さ

くらまつり」を街びら

き20周年記念事業とし

て開催しました。

　当日は雨となり兜谷

集会所での開催となり

ましが、各自治会が一文字ずつ手書きで書いた文字を

つなぎ合わせた横断幕が掲げられ、街の移り変わりが

映像で紹介されました。華を添える琴が演奏される

中、参加者全員で20周年を祝いました。

　この行事の様子はKCN京都の特別番組として放映さ

れ、地元新聞でも紹介されました。さらに、街の変化

の様子をＡ４二つ折の簡易版にまとめた20周年記念誌

が発刊されました。また、今後の街の課題として、横

の世代のつながりだけではなく、縦の世代のつながり

を深めることが必要だと、次の10年の活動に期待が込

められました。

20周年から30周年にかけて

　この間の大きな出来事は、何と言っても平成19年3月

の3町合併により木津川市が誕生したことでした。

　同年5月には高の原駅前に大型商業施設イオンショッ

ピングセンターが開業したことも街にとっては大きな

変化でした。いずれも不安はありましたが、合併は生

活圏を拡げただけではなく、交流や情報を豊かにして

くれ、商業施設は賑わいと利便性をもたらしてくれま

した。平成23年に発生した東北大震災は、自治会の取

り組む方向を大きく変えました。同年10月に自治会連

合会が設置した自主防災会掲示板は、防災活動強化を

表したものでありました。一方、街の人口は平成19年

から20年頃の約7,700人をピークに減少傾向をたどり、

現在の人口は約6,700人とピーク時から比べると1,000

人の減少となっています。この原因は、兜台で育った

子供たちの転出が原因です。

社会福祉協議会兜台区支部

　社会福祉協議会兜台区支部は、2025年の10年前とな

る、平成27年に、世代間交流を中心とした中期5か年計

画と10年ビジョンを策定しました。これらは、高齢化

を地域で支えていくことを

目的に策定されました。街

びらき20周年の課題であっ

た縦の世代のつながりを深

めるための世代間交流事業

などが具体策として盛り込

まれ、街びらき30周年と

なった平成28年に第1回兜

台とんど焼きが開催されま

　　　　　　　　　　　　した。

30周年から平相50、そして未来へ

　30周年となった平成28年には自治会連合会から各自

治会の報告などが掲載された記念誌が発刊されまし

た。平城・相楽ニュータウン街びらき50周年の年と

なった令和4年11月には記念事業に参加し、新たに奈良

市の方や事業者の方と交流が拡がりました。

チャレンジ兜台

　兜台のスポーツを振興させたスポーツ委員会は、時

代の変化に柔軟に対応することを目的として令和2年に

「健康福祉委員会」へ改称しました。

　そして、参加者が減少したボウリング大会を25回で

終了として、令和5年に新たに「ボッチャ大会」を開催

しました。課題のない時代はありません。どんな時で

あっても課題は現実として受け止め今後も協力して解

決に取り組んでまいります。

『流れも清き木津川を　はるかに望むこの丘に』

　高の原小学校校歌ができたのは平成3年。この校歌を

歌い、兜台を巣立った子供たちが、もう一度兜台に戻

りたい、私たちはそういう街をつくっていきたいと思

います。

我が街「兜台」

　家康が伊賀越えの時に兜を脱いだことに由来すると

も言われる我が街兜台は、昭和53年に日本住宅公団に

より開発が始まり、昭和61年に相楽ニュータウンとし

て街びらきしました。　　

　UR都市機構の記録によれば、街びらきの時には、記

念マラソンやパレードなどが盛大に開催されたようで

すが、残念ながら地域には当時の様子を伝える資料は

残っておりません。

　同年4月には、木津町立高の原小学校、木津第二中学

校、そして京都府立南陽高等学校が開校して、その後

の人口流入により、現在は約3,000世帯、6,700人が暮

らす街となっています。

自治会連合会結成

　平成6年7月には、各丁内ごとに作られた自治会が集

まって、兜台区自治会連合会が結成されました。結成

の趣旨は「各自治会の親睦ならびに情報交換を図る」

と会則に記されました。　

　街全体は新しくできたニュータウンですから、ハー

ド面の整備や修繕より、むしろ交流や生活の利便性向

上を目的として理事会で議論が進みました。その交流

を図る行事として、平成8年には第1回ボウリング大会

が開催されました。ボウリングは子供から高齢者まで

が楽しめるスポーツと

して人気を集め、参加

者も年々増え、最初の

頃は定員の150名を超

え、出場者は抽選と

なるほどの盛況ぶりで

した。

さくらまつり開催

　平成11年には、自治会連合会の最大行事である「さ

くらまつり」が兜谷公園で初めて開催されました。桜

を楽しみながらの餅つき、炊き出し訓練を兼ねた鍋料

理などの屋台も人気で、防災啓発のために行う防災ク

イズも楽しくなるよう工夫が施されて兜台に住んで良

かったと実感できる行

事となっています。参

加者500名を超えるこの

行事は、8名の連合会理

事だけでの実施は到底

不可能で、連合会内に

設置されたスポーツ委

員会（現：健康福祉委員

会）の皆さんが運営に活躍されています。

木津町民運動会での活躍

　自治会連合会内に設

置されたスポーツ委員

会は、合併前の木津町

民運動会で輝かしい成

績を残しました。

　平成11年9月には区対

抗リレー女子の部で初め

て優勝を果たし、計3回の優勝という成績を残していま

す。このように輝かしい結果を出した女子リレーによ

り「兜台は女性が強いぞ」とまで言われていました。

この力学が、家庭にも及ぶことに危機感を抱いた男子

の部も、負けてはいられないと発奮して平成17年には

念願の男子リレー初優勝を果たしました。その年は女

子リレーも優勝して、悲願の男女リレーアベック優勝

を達成したのです。

　この頃の兜台選手団は総勢300名超え、テントも6

張、木津町内でも最大の選手団を形成していました。

リレー選手の選抜、お弁当や飲み物の手配、応援を盛

り上げるなど、スポーツ委員会が果たした役割は大き

かったと思うと同時に、兜台が一番元気だった頃かも

しれないと少し懐かしく思い出されます。

街びらき20周年

　平成18年には街びらき20周年を迎えました。盛大に

祝った昭和61年の街びらきには程遠く、周りの関心も

薄れ20周年という言葉さえ聞こえてこない状況でし

た。自治会連合会では、これでは余りにも寂しいの



桜 が 丘 さ く ら が お か

東日本大震災を教訓として、「桜が丘一丁目

自主防災会」を組織化

町内の防犯や交通安全向上のため、「桜が丘

見守り隊」を組織化

木津警察署とのコラボにより「地域見守り

箱」を町内11か所に設置

京都府で初めてとなる「ゾーン30」の規制が

開始

H23. 6：

H24. 7：

H24.11：

H25.10：

H26. 7：

H28. 4：

H28. 4：

R 2. 8：

桜が丘見守り隊が「京都府防犯まちづくり

賞」を受賞

桜が丘見守り隊に「高齢者見守り隊」を設置

精華町小地域福祉委員会活動として、桜が丘

一丁目福祉会「ひまわり」を組織化

桜が丘見守り隊に「青色防犯パトロール車」

を配備

【桜が丘三丁目】＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　桜が丘三丁目の近くには、池谷公園という大きな公

園がありますが、車道を横切らなくてもすむように、

横断歩道橋が設置されております。また地域内には、

町立いけたに保育所を有しており、子育てがしやすい

環境が整っています。

　地域活動の中心となる三丁目の集会所では、各クラ

ブによる年齢層に応じたサロンの開催が行われ、自主

防災会による災害に対する管外研修などにも使用され

ております。

　桜が丘三丁目自治会としては、今年度より自治会役

員の負担軽減を目指すため、新しい自治会活動の形を

模索しておりますが、年三回、17班ごとに行う「ク

リーンリサイクル運動」では、毎回地域をきれいにし

ようと、多くの方に参加頂いております。

【桜が丘三丁目エスペローマ】＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　桜が丘三丁目エスペローマが出来て30年近くになり

ます。当初は、子育て世代が主で学校行事を通じて活

動も盛んでしたが、現在は子どもが独立した世代が多

くなり、シニア･シルバー世代で気楽に交流している状

況です。

[活動について]

　コロナ渦以前は、ふれあい祭りという一大イベント

を毎年開催して住民の楽しみとしておりましたが、最

近は休止状態です。子どもが多い頃は精華町の体育大

会への参加も積極的で、表彰された競技も多数ありま

す。自治会でキリンビール工場や信貴山のどか村への

日帰り旅行をして、住民交流を図ったこともありまし

た。

[年間活動]

・クリーンリサイクル活動

・防災訓練、消火訓練

・ＡＥＤ講習

・防災資機材の点検と購入

・備蓄食材の管理と補充

・花いっぱい運動

・夏と冬の夜間合同パトロール

・年3回の募金活動

・クリスマスイルミネーション（12月から3月）

・エスペローマの紹介新聞の発行（年3回）

・自治会・管理組合の会議（毎月）

・定期総会（4月）

【桜が丘四丁目】＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　桜が丘四丁目自治会は、昨年4月に第30回の定期総会

を開催し、一つの節目を経過しました。

　自治会役員会（運営委員会）及び各班長を中心に、

地域内にある「老人会（華桜会）」や「小地域福祉委

員会」及び「にこにこサロン」等の周辺団体と連携し

た活動を展開しております。

　自治会独自の大きなイベントとしては、昨年の8月に

は4年ぶりに夏祭りを開催し、約800名の参加を得て楽

しい有意義なイベントとして地域の皆様の大きな評価

を頂きました。今後も「夏祭り」の継続開催を実行す

ることで地域の皆様のご期待に応えたいと考えており

ます。また、昨年12月には、「地域敬老活動」として

コラボ音楽会を開催する事が出来ました。

　主な年間行事としては、四半期ごとのクリーン活動

を実施することで地域内美化を維持すると共に、「花

いっぱい運動」への参加を行いました。各募金団体の

企画する募金活動にも参加し、自治会員の皆様のご協

力を頂いています。

　更に、地域内の見守り事業としては、登下校時の見

守りや高齢者に対する見守り事業も周辺団体による取

組で継続的かつ効果的に展開しています。

　昨年5月には、従来の集会所の増築工事が完了し「高

齢者等指定避難場所」としての役割を果たしつつ、日

常的には各種イベントの開催場所として有効かつ効果

的に運用をしております。

【桜が丘一丁目】______________________________

　桜が丘一丁目自治会では、会員相互の親睦を図り、

様々な地域活動を通じて、住みよいまちを実現するこ

とを目的に活動しています。

１.概要

・会員数：211世帯（令和5年4月時点）

・役員：会長、副会長をはじめ12人で構成

２.令和５年度の主な活動内容

〇クリーンリサイクル運動（年2回）

令和5年度延べ参加者数：327人

〇桜が丘見守り隊の活動支援：地域見守り隊、子ども

見守り隊、高齢者見守り隊による地域防犯パトロール

〇未就園児や高齢者が集うサロン活動団体等への支

援：未就園児支援サークル「さくらっこ」、高齢者サ

ロン「わの会」等

〇桜が丘一丁目自主防災会と連携した防災活動の展

開：住民の防災意識向上、災害時の支援体制構築のた

め、防災セミナーの開催、災害時非常食等の常時備

蓄、防災マニュアルの全戸配布等、様々な活動を展

開。

３.１０年間の歩み

【桜が丘二丁目】＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇桜が丘二丁目自治会

　年2回（5月・10月もしくは11月）クリーン作戦と称

して、朝8：30から自治会員様にお集まりいただき、地

域の草抜きや、清掃作業を行っています。2023年は作

業後、精華町消防本部による救命講習を行いました。

〇悠々会(老人会)

　平成15年、会員数約30名で設立。当初は談笑・趣

味・手芸等のサロン活動を開始。その後花を観る会、

歴史散策等の屋外活動を実施。会員の増加と共にサー

クル活動が活発化し囲碁・麻雀・カラオケ・グラウン

ドゴルフクラブが誕生、特にグラウンドゴルフクラブ

は平成29年島根県、30年山梨県へ連続して全国交歓大

会に京都府代表として出場し、精華町内でも強力なク

ラブに成長し今も活躍中です。現在地域児童の登校時

の見守り(ｷｯｽﾞﾍﾙﾊﾟｰ)、一人暮らしの会員やお年寄りへ

の安否確認(ｼﾙﾊﾞｰﾍﾙﾌﾟ)活動にも取組み、助け合う街づ

くりの活動に協力しています。

〇サポート委員会

　2023年2月桜が丘二丁目の安心安全を目指して見守り

や見回りを行うこと、日常生活における相互扶助のた

めのサポーターを募ること等を提案して設立されまし

た。悠々会（老人会）・桜が丘つながるプロジェク

ト・桜が丘二丁目体操クラブの三団体と自治会長・防

災会長・地区福祉推進委員・民生児童委員とボラン

ティアで構成しています。

　5月粗大ごみ出しのお手伝い・回収後の見回りとゴミ

拾い、児童登下校時の「ながら見守り」等の活動を開

始。11月には山田荘小学校児童対象の「こども防犯教

室」を小学校PTA地域委員と共同で開催しました。



が統合し、奈良市立ならやま小中学校が開校しました

右京小学校50年と未来に向けて

　旧右京小学校跡地は右京地区の大切な宝物でもあ

り、地域住民の意見や要望を聞き取りながら跡地協議

会で協議を重ね「地域の方に喜んでもらえる新たな50

年への街づくり」の重要案件として位置付けられま

す。

６.新しい街づくり、次の世代へ引継げる街づくり

　平城ニュータウンの草創期、成長期、成熟期の半世

紀を見守ってきたが地域住民にとっては、旧右京小学

校がなくなるのは惜別の思いでした。

　50年間、学校行事で築かれて、育てられた地域住民

間の人的交流や、様々な右京の文化は無形の財産とし

て残されています。

　平城ニュータウン50周年を機会に、ニュータウンの

名称から「高の原」と変化し新しいまちづくりが始

まっています。右京地区の宝物である学校跡敷地

26,160㎡（約8,000坪）の活用は、次の世代への大きな

有形財産となります。新しくできる住宅地とキッズ

パークは新・旧住民の憩いの場となり、体育館や管理

棟、グラウンドはスポーツを通して人々の交流が生ま

れ新しい文化を育む場になる事を期待します。

　新たな高齢者施設も地域に喜ばれる運営体制になる

事を期待しています。

１.右京小学校の廃校と新しいまちづくりへの挑戦

　令和3年12月1日創立50周年を迎えた右京小学校が閉

校され、令和4年4月をもって神功小学校と共に統廃合

され、新しく「ならやま小中学校」として開校しまし

た。

　閉校の理由は少子化による児童数の減少と「奈良市

小学校規模適正化方針」に基づいたものですが、平城

ニュータウンの中核である右京地区の住民にとっては

残念で心寂しい事ですが、この小学校跡地を地域のア

イデアで次の世代に引き継げる「新しいまちづくり」

を目指しています。ここでは右京小学校の変遷と、跡

地活用について述べさせていただきます。

２.右京小学校50年の変遷

・昭和47年　平城ニュータウン内に「平城第2団地」の

　入居が始まる　

・昭和47年　右京小学校と平城西中学校が同時に開校

　される　

・昭和54年　右京小学校生徒数が1,000人を超える　

・昭和55年　右京・神功・朱雀に校区が分割され、朱

　雀小学校、神功小学校が同時に開校し、右京小学校

　から分離される　

・令和3年1月　右京小学校創立50周年を迎える　

・令和3年3月　右京小学校、神功小学校、平城西中学

　校が閉校される

・令和3年4月　右京小学校、神功小学校、平城西中学

　校が統廃合され、「ならやま小中学校」が開校され

　る

・令和5年6月　旧右京小学校の解体工事が始まる

３.右京小跡活用協議会の結成とまちづくり計画の

　 推進

・令和元年10月、右京地区自治連合会が中心となり、

　右京地区関係団体、平城ニュータウンスポーツ協会

　等が参加した「右京小跡活用協議会」が結成され、

　奈良市との検討会を定期的に開催してきた。

・各自治会も独自に「跡地活用についてのアンケー　

　ト」等が実施された。

・奈良市と右京小学校跡活用協議会との会合は累計27

　回を重ねた。（2023年8月）

４.跡地利用に関する奈良市への要望事項

・地域の避難所として活用　

・子どもたちの居場所（遊び場所・学びの場所）とし

　て活用　

・文化・スポーツの拠点として活用　

・地域の高齢化に沿った「デイサービス、ショートス

　テイ」等の高齢者用福祉施設として活用することを

　奈良市と協議を重ねている。

５.奈良市からの跡地活用の提案

　奈良市より、旧右京小学校跡地をAゾーン（10,570

㎡）、Bゾーン（8,540㎡）、Cゾーン（7,050㎡）に区

分して活用する案が提案された。

・Aゾーンは、周辺の住宅環境を踏まえて高低差の少な

い住宅地とする。地域住民の要請に沿った、記念公園

（仮称「キッズパーク」）を住宅地内に設置する。

・Bゾーンの体育館は、平時はスポーツコミュニティ会

館として、災害発生時は「地域避難所」として利用す

る。体育館の南側に管理棟を建設する。グラウンド

は、地域が管理する広場として地域のあらゆる人々が

自由に利用できるオープンスペースとして、またコ

ミュニティスポーツ団体への貸出しも行うスペースと

して利用する。　

・Cゾーンは民間開発を前提として地域の高齢者が利用

しやすい高齢者福祉施設の設置が検討されている。



施設一体型小中一貫校、ならやま小中学校の誕生

1972年に児童数15名で開校した右京小学校は、7年

後の1979年には30学級児童数1,122人のマンモス校にな

りました。神功・朱雀方面の開発が進むにしたがい更

に児童数が増えることになります。そこで、1980年右

京小学校から神功小学校と朱雀小学校が分割されまし

た。分割により右京小学校は25学級959人になり神功小

学校は10学級286人での発足でした。その後神功小学校

の児童数は増え2007年には21学級507人のピークを迎え

ました。しかし、新興住宅地の常で子どもたちが成長

すると後が続きません。2021年には右京小学校は9学級

180人、神功小学校も14学級231人まで激減しました。

また、両校の校舎の老朽化も激しく、特に神功小学校

では教室や廊下、体育館などで雨漏りが酷く、あちこ

ちに雨漏りを受けるバケツなどが置かれている状態で

した。

　奈良市教育委員会では、2016年10月学校規模適正化

後期計画を公表し、その中で平城西中学校区全体の教

育環境を鑑みた小中一貫教育を軸とした統合再編を検

討するとしました。統合の方向について、賛否両論が

ありましたが、2019年3月奈良市市議会本会議にて統合

に向けて施設整備を盛り込んだ予算案が可決され、統

合に向けての準備が始まりました。

先進校の見学

　同年6月、地域住民有志は、小中一貫校の京都市立凌

風学園と宇治市立黄檗学園の見学に出かけました。

行って吃驚！これが学校！校舎内は明るく、教室も廊

下も広くゆったりとしています。私たちがこれまで見

てきた学校、教室が東西に並びその北側に廊下がある

というのは昭和25年頃のモデルです。

　文科省では、施設整備指針を定めています。それに

よると「児童等の学習のための場であるのみならず、

児童や教職員の生活の場としてゆとりと潤いのある施

設環境を計画することが重要である。」と書かれてい

ます。なるほど！

校名・校章・校歌

　これらのことを決めるため、新小中一貫教育学校開

校準備委員会が設置され計22回開催されました。

・校名については、児童、生徒、保護者、教職員、地

域住民の公募アンケートを実施しました。応募総数307

件の中から「ならやま小学校」「ならやま中学校」

「愛称ならやま小中学校」と決めました。

・校章については、子どもたちと一般公募合計322点の

応募作品の中から、山形県在住の菅野薫様の作品を選

ばせていただきました。統合される神功小学校の校章

から「鏡」、右京小学校の「花」、平城西中学校の

「松」を取り入れたデザインです。３校の歴史や伝

統・勉学・スポーツ・芸術・文化のあらゆる情報交流

のきずなを大切にし、新たな歴史を作っていってほし

いという願いを込められたとのことです。

・校歌については、小学校と中学校を同じものにする

のか、別のものにするのかという議論もありました

が、新設された小中学校に通う児童生徒が同じ校歌を

歌うことの意味合いを重視し、1曲の校歌とすること

になりました。　

・歌詞については、全国に公募し、応募作品152点の中

から埼玉県出身の宮崎宣男様の作品を選ばせていただ

きました。統合される「ならやま小中学校」に集う子

どもたちが、それぞれの未来に向かって、健やかに成

長して欲しいと想いを込められたとのことです。

・曲については各種作曲を手掛けている㈱オクターブ

ミュージックに依頼しました。

最後に！

この学校が、地域の子どもたちの学びの場、

生活の場として末永く愛されることを祈念

しています。

奈良県立平城高等学校

　令和4年4月に法蓮町から朱雀に移転。令和5年に創立100周年を迎えた。校内に『地域連携センター「平城

山」（ならやま）』を設置し、担当教諭を置き、平城高等学校の地域連携を継承している。令和4年度および

令和5年度、近隣の小・中学校へのオープンスクールや公開講座、地域の防犯活動への参画、すざく音楽祭へ

の出演と司会協力、夏まつりへの出店・準備等への協力、キッチンカーフェスタへの出演、平城高等学校から

引き継いだ平城東中学校区地域教育協議会主催行事「平城高校生と遊ぼう！」は、「わくわくフェスティバル

in奈高」に名称を変えて人気行事の一つです。その他細かい配慮により地域連携ができています。また、SSH

（スーパ－サイエンスハイスクール）の取り組み紹介や、文化祭の公開など、開かれた学校として地域にも溶

け込んできました。

奈良県立奈良高等学校

　昭和55年4月開校。開校当初は地域との交流はあまりなかったが、昭和62年の地域の夏まつり以降、少しず

つ地域連携が始まった。新しく「教育コース」ができ、近隣の小・中学校への教育補助やスクーリング、地域

防災への支援、学校内の花植え協働事業、祭りや地域行事への参画協働など、順次拡大し、地域と学校のかか

わりの礎を築き、絆を積み上げてきた。

　ところが平成30年の「県立高等学校適正化実施計画」により平成31年4月（令和元年度）から募集停止し、

令和3年度（令和4年3月）で閉校になった。少子化による学校再編であったが地域では受け入れがたく何度も

県教育委員会に抗議したが叶わず、奈良高等学校が令和4年度（令和4年4月）に移転してくることになった。

地域としては、それを受け入れるしかなく、朱雀地区自治連合会が県教育委員会へ緊急に学校運営協議会の立

ち上げを要請した。平成30年9月から協議会を設立し、平城高等学校、奈良高等学校、平城東中学校、朱雀小

学校、地域代表で協議を重ね、奈良高校移転後、①平城高校メモリアルルームを設置すること、②地域連携担

当教諭を配置すること、③平城高校の地域連携を引き継ぐこと、④移転後数年は、県教育委員会から事情を理

解している校長先生を就任させること、などを盛り込んだ約束を交わし、迎え入れる準備をした。

京都府立南陽高等学校は、昭和61年 4月に相楽ニュータウンの高等教育を担う学校として開校しました。平

成18年には京都府下全域を学区としたサイエンスリサーチ科が設置され、平成30年4月には附属中学校も開校

しています。

　「進取」、「敬愛」、「雄健」を目指す人間像とした教育方針のもと、部活動も積極的に行われています。

中でも吹奏楽部は、平成23年に関西吹奏楽コンクールへ京都府代表として出場を果たしました。翌年の兜台さ

くらまつりで演奏を披露していただき大いに盛り上がりました。令和4年11月に開催された平城・相楽ニュー

タウン街びらき50周年記念事業でも開会のオープニング演奏を務めてくれました。

　また、社協兜台が開催している兜台とんど焼きでは、生徒会が絵馬やおみくじを用意していただき子供たち

から大人への励ましのメッセージとして大好評でした。このように、南陽高校には企画力と行動力で地域活動

に参加いただいています。

京都府立南陽高等学校



ます。駅伝大会など様々なスポーツイベントが開催さ

れており高の原のスポーツの中心地と呼べる場所で

す。

②兜谷公園

この公園も面積約40,000㎡と広く、野球場、テニス

コートがあります。

・府県をまたぐ石のカラト古墳

　この府県をまたぐ緑地を、奈良市側では神功1丁目緑

地、京都府側は八重桜の森と呼ばれています。　

石のカラト古墳は、古墳時代終末期の8世紀初頭頃の築

造と推定されている上円下方形です（この形状の古墳

は珍しく全国でも10例以下といわれています）。

４.住民提案による公園の魅力アップの動き

①神功池公園（平城第4号近隣公園）

　開園から30年以上の時を経て不都合も生じてきまし

た。そこでこの公園をより魅力的なものとするため神

功池公園魅力アッププロジェクトを実施することとし

ました（2023年7月～）。

ⅰ　池の水質改善。池への水の流入量が少なく水質が

　　悪化しているので流入量を増やすことにより水質

　　改善を目指します。

ⅱ　樹木が大きくなり、また勝手に生えた木も増え見

　　通しや景観が悪くなっています。好い景観を損ね

　　ている樹木の伐採や大きな木の枝を切ることによ

　　り良い景観の回復を目指します。これら作業のう

　　ち低木の伐採など住民ができることは住民の手に

　　より実施することを想定しています。　　

ⅲ　多目的広場の設置

　　この公園は、神功秋祭りやトライアル・サウン　

　　ディングの会場して利用されてきました。それら

　　大規模行事を実施する場合、出店者・出演者など

　　の駐車場が必要となります。これまで旧神功小学

　　校の校庭をお借りしていたのですが、閉校により

　　校庭がなくなりました。そこで、公園内の一部を

　　必要な場合には駐車場にも使える多目的広場の設

　　置の提案をしています。

ⅳ　トイレの建替えや、州浜の改修なども申し入れて

　　います。

ⅴ　これらのことを実現するためにはそれなりの費用

　　が掛かります。それを賄うために、ふるさと納税

　　や各種寄付を集めることも課題となりそうです。

②平城第3号近隣公園　

　住宅地域内の公園を活用して個性と魅力あふれるア

ミューズメント・ゾーンを創り出す。子ども達が安心

して遊びまわり、大人たちも憩いの場として人と人の

交流が広がり、誰もが気軽に楽しめる。公園に多くの

人が集まり、地域の活性化につながるような「奈良市

トライアル・サウンディング事業」に協力して色んな

イベントを実施してきた中で特に盛り上がったのが

「奈良市公園夢プロジェクトお月見会(右京地区お月見

会)」でした。

　「令和5年度の中秋の名月」はコロナ明けもあり、近

隣公園に人々があふれんばかりの大盛況。

１.歴史遺産と自然環境を配慮した公園

　平城山(ならやま)丘陵(きゅうりょう)と呼ばれたこ

こ高の原には、多くの遺跡がありました。「石のカラ

ト古墳」「押熊瓦窯跡」「歌姫瓦窯跡」「音如ケ谷瓦

窯跡」等です。また、緑豊かな自然に恵まれていまし

た。ニュータウン開発にあたっては、これら遺跡や緑

を公園・緑地として保存・活用されました。また、公

園の配置にあたっては近隣住区論に基づき各住区(小学

校区)に一つの近隣公園といくつかの街区公園、4つの

住区に一つの地区公園が設置されています。

　その結果、奈良市側には、地区公園1カ所、近隣公園

5カ所、街区公園18カ所、10カ所の都市緑地がありま

す。

　木津川市にも、地区公園1カ所、近隣公園3カ所、街

区公園6カ所が設置され、精華町桜が丘にも近隣公園1

カ所、街区公園4カ所が設置されています。

２.公園の愛称

　相楽ニュータウン側の公園には、みはらし台公園・

ひだまり公園・ふじだな公園などの通称が付けられ住

民に親しまれてきました。

　ニュータウン街びらき50周年を記念して、奈良市側

の公園についても住民が親しみを持てる愛称を付けよ

うということになり、各公園の愛称が決まりました。

例えば、神功池公園、どんぐり公園、ピエロ公園、朱

雀ふれあい公園(50周年事業に先立ち2019年に決定)等

です。

３.特徴のある公園

・プールのあった公園　平城第３号近隣公園

　この公園には、1975年に奈良市営平城プールが開設

されました。25メートルプール、ファミリープール、

幼児用プールがあり多くの子どもたちでにぎわってい

ました。しかし、少子化の影響で利用者が減少し、更

に老朽化も進み2008年をもって閉鎖に追い込まれまし

た。プール跡地は通常の公園と右京ふれあい会館とし

て利用されています。

・池と「水神さん」のある公園　（神功池公園）

　この場所には、灌漑用の菅池上、菅池下という二つ

の池があります。水蓮の花も咲き、野鳥も沢山いま

す。春には桜が沢山咲き乱れ人々を楽しませてくれま

す。この公園には「水神さん」と呼ばれる祠があり、

毎年行われる神功秋祭りでは、宮司さんに来てもらい

祝詞を唱えていただいています。

　この祠の起源について次のように伝えられていま

す。開発前、石のカラト古墳の西方向に「コウズイさ

ん」と呼ばれる雨乞いの神様が祀られていました。

　この地も開発区域に入るため「コウズイサン」は押

熊八幡神社に引き取られました。神功地区住民の中

で、神社が欲しいとの声が出て、押熊八幡神社から

「コウズイさん」の神分けをしてもらって池公園に祀

るようになったとのことです。

・万葉の草花を楽しむ散策路（万葉の小径）

　高の原西部に東西約300ｍの小径があります。

　36種の万葉植物と万葉集の山上憶良、大伴家持、持

統天皇などの作品が紹介されています。また、「万葉

人の時代」「万葉人と植物との関わり」「万葉人の

衣・食・住」「個々の植物と万葉人の思想や生活との

関わり」について解説が書かれています。

　春に芽吹き、花咲き、夏に繁り、秋に紅葉し実をつ

け、冬に枯れる。そして次の春に再び命をよみがえら

せる。あるいは、冬も枯れずに一年中緑の葉を繁らせ

る木もある。かわいい花をつける野の草もあれば、天

を覆うばかりに繁る大樹もある・・・

・スポーツ施設のある公園

①朱雀ふれあい公園(平城第2号公園)

　面積55,684㎡の大公園です。

　ここには4面のテニスコート、野球も出来る球技場、

ならやまコミュニティスポーツ会館（体育館）があり



奈良市環境清美工場「公害調停」の経過

１　平成15年8月26日約3,200人の住民が、清掃工場の

稼働に伴う健康及び生活上の被害をなくすため公害調

停を申立てました。そして、平成17年12月26日調停が

成立しました。

　成立した調停では次のようなことが決まりました。

①平成20年3月末日を目標として、新施設の用地の候補

　地を選定すること。

②平成23年3月末日を目標として、新施設用地を確定す

　ること。

③新施設の用地確定後速やかに新施設の建設工事に着

　手すること。

２　この公害調停に至る経緯などを紹介します。この

記述は概ね奈良市清掃工場公害調停申請人の会発行

「奈良市清掃工場公害調停の記録」に基づくもので

す。

ⅰ左京5丁目で焼却炉3基が初稼働したのは昭和46年の

　ことでした。その後増設や建替えがありました。

ⅱ平成4年、清掃工場の直近に左京小学校と左京幼稚園

　の建設計画が発表され、その説明会席上、「将来は

　清掃工場移転を約束する。」旨発言がなされまし　

　た。続いて市から、第2工場を現地以外に建設する計

　画も発表されました。

ⅲ同年9月、焼却炉の排ガスから730ng/㎥のダイオキシ

　ンが測定されました。これは国が平成10年に定めた

　新設炉についての規制値の7,300倍の濃度です。地元

　住民は創業以来20年以上被曝してきたことになりま

　す。

ⅳ平成７年、大川市長が危機分散のため第二工場が必

　要なこと、平成12年度までに建設する意向を表明し

　ました。ところが、平成13年になっても移転計画は

　実現せず、左京自治連合会はこれに抗議し「清掃工

　場撤去促進委員会」を発足させました。

ⅴ長年にわたる、住民の要望や決議に対して奈良市の

　対応は誠意のないものでした。そこで、清掃工場の

　移転と操業停止を求める公害調停を申立てました。

３　申請人らの主張

　申請人らは、次のような主張をしています。

ⅰ焼却による環境汚染の問題　

　ダイオキシン等様々な有害物質が排出されること。

　国の規制値は排出物が空気中で希釈されることを前

　提としてるが奈良市の清掃工場の煙突が低いため拡

　散倍率が大幅に低いことが指摘されています。

ⅱ立地問題

　「計画標準（案）」（1960年建設省）に照らし、　

　市街地および市街地予定区域との距離、学校、病　

　院、住宅群または公園との距離が著しく悪いことは

　明らかとしています。

ⅲ奈良市による移転約束　

　1992年に奈良市職員が、将来清掃工場を移転すると

　説明していたことも調停申請の大きな理由となって

　いました。

ⅳ住民間不平等の問題

　この焼却炉が稼働を始めてから既に50年以上経過し

　ています（この原稿執筆時）。特定の住民が長期間

　にわたり不利益をこうむる不平等を、住民の時間差

　による持ち回りによって解消することも必要と主張

　しています。

４　調停成立後

　調停条項では成立後10年間程度で新しい工場が設置

され稼働することを想定されていました。今は、調停

成立から19年になろうとしています。住民は一日も早

い移転を求めるものです。最近一部の人から現地建替

えを検討すべきとの意見も出ているようですが、3,000

人を超える住民と市とが交わした合意を市が一方的に

反故に出来ることはあり得ません。地元住民は、調停

の趣旨にしたがい早期に移転されることと操業が停止

されることを願っています。

子供たちとの水遊びイベント

キッチンカーフェスタ

出店やイベント満載の夏祭り

子どもたちが選定した大型遊具と
住民で陶板「朱雀」を設置した
新築のトイレ

令和5年度右京お月見会

朱雀ふれあい公園のイベントなど

「月々に月見る月は多けれど月見る月はこの月の月

 (詠み人知らず)」

 今回のお月見会は奈良観光大使・高井俊彦様(吉本興

業所属)のご協力で近隣公園に来られた人々は終始笑

い・笑い・笑いで盛り上がり、名月も満喫できまし

た。楽しいイベントを企画すると人々は喜んで参加し

て下さる。そんな勇気を頂きましたので、1月 トンド

焼き、4月 桜祭り、7月 第2団地盆踊、8月 花火大会、

9月 お月見会、10月 防災訓練、12月 年末餅つき会。

この様なイベントを、公園を舞台に皆さんの協力を頂

きながら実施して地域の人々が楽しく、憩える右京地

区にして行きたい。

③朱雀ふれあい公園(平城第2号公園)

　広大な公園を整備するため、地域で“ふれあい公園

支援会”を立ち上げ、平成28年から中長期計画で奈良

市と協働し、整備しております。令和2年度にトイレの

新築、令和3年度に大型遊具の新設とコミュニティス

ポーツ会館の駐車場増設整備、令和4年度にテニスコー

ト横駐車場の新設、令和5年度に時計台広場周辺のバリ

アフリー化大規模整備を実施いたしました。また、改

修・整備をすすめるとともに住民による「キッチン

カーフェスタ」や子供たちとの「水遊びイベント」な

どの活用も進めています。

　今後もさらに公園全体の整備や活用を続け、老若男

女問わず親しまれる公園にしていきます。



これまでも、これからも、このまちとともに

　平城・相楽ニュータウンまちびらき50周年おめでと

うございます。

　まちびらきが始まって10年後の1980年、奈良市の北

端、京都府と奈良県の府県境界に接する平城ニュータ

ウンの中に、平城西公民館は開館しました。 

　　生駒山の見える丘陵に建つ当館は、南北に縦断す

る近鉄京都線の高の原駅より西側の右京と神功の2地区

をエリアとし、新興住宅地として開発された両地域と

ともに発展してきました。 

　私が、館長として着任した2022年は、ならやま小中

学校の開校、平城・相楽ニュータウンまちびらき50周

年等、歴史的な節目の年で、各所でさまざまな50周年

記念イベントが開催され賑わっていました。

　当館においても、平城ニュータウンの開発に至る経

緯や周辺地域にある集落の歴史的な変遷などを絵図や

文献から学習し、実際に地図を見ながら歩く講座「地

図で知る高の原～超昇寺里山と平城ニュータウン」を

開催しました。この講座を通して、このまちの地理的

特徴や成り立ちについて理解を深めることができ、愛

着もより一層深まったのではないかと思っています。

今後もこの右京・神功地域をはじめとする高の原周辺

地域が安心して暮らせるまちとして続いていくため

に、学びを通してまちづくりに一助できるよう学習の

機会を増やしていきたいと考えております。

　この講座以外にも、2022年は、54の主催講座を開

催、延べ1,644人が受講しました。右京地域とは映画会

をはじめ年3回の共催講座の実施、神功地域とは池公園

での秋まつりに参加させていただくなど、地域の方々

とともにつながり、ふれあえる機会をいただけること

に感謝しております。

　主催講座だけでなく、コーラスやヨガ、料理など、

当館には25の自主活動グループがあります。また、自

治会や民生委員など、15の団体が会議等で当館を利用

しています。日々、みなさまが活き活きと学習される

姿や、地域のために活動されている姿を見ていると、

公民館が地域コミュ二ティの場や学習の場として地域

に支えられているんだと改めて感じます。 

　また、本を寄贈してくださる方、季節のお花を持っ

てきてくださる方、素敵な写真で玄関を彩ってくださ

る方など…公民館を訪れた人が笑顔になるようにと、

陰ながら平城西公民館を支えてくださる方がこの地域

にはたくさんおられます。 

　公民館が全国に設置され始めてから77年が経ちまし

た。時代や社会の変化に応じて公民館のあり方も変

わってきており、今、また変化のときが来ているのか

もしれません。しかしながら、公民館が「人と人との

つながりの場、ふれあいの場、学びの場」であるとい

う軸の部分は変わりません。

　10年後20年後も変わらず誰もが気軽に立ち寄れる、

何度も来たくなる、平城西公民館がそんな居心地の良

い場所であり続け、これからもたくさんの笑顔に包ま

れますように。そして60周年、70周年と続く記念事業

を、またこの地域の皆さまと公民館も一緒にお祝いで

きたらと願っています。

公民館は地域とともに

　「高の原」まちびらき50周年おめでとうございま

す。平城東公民館は「高の原」のまちびらき以後、平

成２年に竣工され、今年で33年目を迎えます。１中学

校区に１館の地区公民館の建設を目標とする奈良市の

「公民館整備計画」は、この平城東公民館で完了しま

した。

　朱雀こども園の隣にあり、公民館の駐車場が送迎用

の駐車場にもなっているため、朝から園児の元気な声

が響く公民館です。

　公民館に入ると、左側に談話コーナー「いこい」が

あります。待合室として涼んだり、活動後に少しお

しゃべりをしたり、ちょっとした打合せに使ったりと

みなさん思い思いに過ごしてくださっています。ガラ

ス窓に囲まれた明るい空間には、地域情報の掲示や、

はがき絵の作品展示、お持ちいただいた季節の花々も

あり、みなさんの談笑する声が聞こえ、交流する姿が

見えて、私の中では「これぞ公民館！」と感じられる

大好きな場所になっています。もしかすると奈良市の

公民館のロビーの中で、「素敵な居心地空間第１位」

かもしれません!

　公民館活動も活発で、今年度は約50の自主グループ

が登録し、自治会や地域の各団体も日々熱心に活動さ

れています。今年度はコロナ禍前よりも利用人数が増

えると見込まれる活気ある公民館です。

　公民館には、朱雀・左京・佐保台在住のメンバーと

公民館職員が、地域活性化と未来を考えるＳＳＳ（ス

リーエス）プロジェクトチームがあります。各地域の

頭文字をとって名付けました。地域のみなさんが、こ

の街や住んでいる人について知ることで、もっともっ

とこの街を好きになってほしいと願って活動していま

す。月１回の会議を続ける中で、今年度の主催講座で

は、「カードゲームでつながろう!まちの魅力を再発

見！」を開催しました。また「学校以外の居場所が作

れないかな？」という窓口での保護者の一言をきっか

けに、平城東中学校区の小学生を対象に「夏休み！公

民館でいっしょにすごそう」を開催しました。

　この他にも、今年度は15講座50回を超える主催講座

を開催する予定です。

今年は公民館のあり方が問われる年となりました。公

民館はだれでも、いつでも、さまざまな学習活動をす

るため、自由に、気軽に利用できる社会教育施設で

す。

　地域のみなさんに愛される「いこい」の場として、

みなさんの笑顔あふれる公民館として、この地で平城

東公民館も開館50周年を迎えられることを祈念してい

ます。



　このようにして、「平城ニュータウン文化協会」と

言う大きな船が、錨を上げて大海原に輝かしく船出を

しましたのが昭和５８年２月２８日の事です。

　スタート役員は、当地区の５名の知識人にお願い

し、多くの講座・同好会が提案され、代表者や世話役

さんを決めて試行錯誤で運営されました。

　また、会誌は平城ニュータウン地域が日本書紀にあ

る「層富県」であることから１年後の８月に「層富

（そほ・そふ）」と言う名称で発刊され、網干会長さ

んの発案で「層富」の字は、書家の川口勇さんの揮

毫、会章の図案は、筧裕さんのデザインを梶野哲さん

が図案化されました。

【文化協会の今後】

　平城ニュータウン文化協会は文化的な活動をサポー

トするボランティア団体であり、発案者数人から同好

会スタートができます。

　発足当初に２０講座・同好会ほどでしたが、平成３

年には歴史教養講座｢古代豪族｣、古代史講座、囲碁同

好会、木目込人形・押絵同好会、読書会、中国語講

座、詩吟の会、地酒を味わう会、園芸の会、拓本を楽

しむ会、絵画の会、ワープロ教室、俳句入門（平城山

句会）、短歌を楽しむ会、フランス語講座、山歩きの

会、英語講座、万葉講座、野山を歩く会、筥作りの

会、野草をしらべる会、源氏物語研究、星を見る会、

写真同好会、アマチュア無線の会、公園を考える会、

大和路ビデオ鑑賞会、音楽を楽しむ会、フォークギ

ター講習会、「子どもの生活」研究会など３０講座・

同好会と発展し会員数は３百人ほどになりました。

　文化協会は個別の講師・リーダーがそれぞれの会を

運営し、毎年秋に市民文化ホールを貸し切り、展示会

や舞台上演会を３日間にわたり、日頃の活動の成果を

披露して、地域の方々と交流しています。

　また会誌を毎年発行してPR活動に努めています。文

化協会は順調に推移し、網干会長は２４年ほど勤めら

れ、上田会長が1年、松村会長が7年、日比野会長が６

年、明政会長２年と継続して現在に至りました。

　現在は２０講座・同好会として、飛鳥学講座、短歌

を楽しむ会、源氏物語を読む会、中国語同好会、俳句

を楽しむ会、英語講座、硬筆習字万葉書き方教室、朗

読を楽しむ会、絵画・絵手紙の会、歌声サロン、折り

紙を楽しむ会、押し花とブリザーブドフラワーを楽し

む会、パッチワーク研究会、料理を楽しむ会、わくわ

くニット、ＩＴを楽しむ会、電子工作同好会、ウクレ

レを楽しむ会、太極拳と歩き方、ゆっくり歩こう会を

運営・開催しています。

　文化協会は、文化活動の推進や交流の場の提供に力

を入れ、地域の方々と協力し、地域の魅力や活気を一

層高める存在となることが目標です。文化活動は、高

齢者の健康に多大な効果があります。音楽、読書、絵

画、手芸などの文化活動によって、脳トレやストレス

解消になり、認知機能や記憶力を向上させることがで

きます。また、文化活動に参加することで、同じ趣味

を持つ人たちと交流することができ、孤独感を軽減

し、社会的なつながりを保つことができます。さら

に、自己実現する機会を得ることができ、自己評価が

高まり、精神的な充実感を得ることもできます。

　文化協会に参加することで、健康に良い文化活動を

楽しむことができます。家族や友人、知人と一緒に参

加することもできます。私たちは、会員の皆様の健康

と地域文化の発展に力を注いでおり、今後も取り組ん

でまいります。皆様のご協力をお願いします。

【高の原文化協会の歴史と今後】

【誕生の経緯】

　この度５０周年という事で文化協会も「高の原文化

協会」へと名称変更をしました。

　ここでは旧名称で過去を振り返り説明させてもらい

ます。(松岡さん回想録より）

　それは昭和５６年２月の事です。右京地区自治会の

班長会での話です。

　新しく出発する事になるニュータウンの班長会で

「新年度の役員選出」と言う会合があり、自治会長の

永田喜一郎さん（この方は住宅公団奈良営業所初代所

長でした）がおられ、話し合いで各種行事分担を決め

て４月より自治会の活動が開始しました。

　自治会の役員会があった時、永田さんは、時々「こ

の地区に文化活動する会がないのはおかしい。何とか

して文化協会が欲しい」と言うような事をおっしゃっ

ておられましたが、或る日永田さんより「この地区に

文化協会と言うものを作ろう」と提案され、現実的な

話になりました。

　しかし、永田さんは自治会の会長職にあるので「協

会の会長は別の方でお願いしたい」と、協会の会長を

引き受ける事はしないと言われました。

　文化協会の会長は元高校教師の松岡さんが適任では

ないかと言うことになりました。

　しかし松岡さんからは「そんな柄ではない」と言わ

れ決まりませんでした。そうして、幾日か過ぎた或る

日、連合会長をしておられた梶野さんが、当地区に

は、全国から文化風俗習慣の異なる方々が転居されて

いるから、お互いの親睦を深めていかねばならないと

いうお考えのもと、スポーツ協会を創設され、各種目

のクラブを発足されました。合計で1500人程の方々が

参加されました。 

　更に万年青年クラブや社会福祉協議会、教育懇談会

なども設立されましたが、何よりも文化協会の設立が

求められていました。

しかしその取りまとめを行う会長職が見つかりません

でした。

　これから出発すると言う「文化協会」の会長に適し

た人材がいないかニュータウン地区で聞き込みをして

いました。ある会合で宇陀中学校（現宇陀高校）の教

鞭を執っていたＩ先生にお会いし、私が困惑している

文化協会の会長職の話をしました。

　丁度その頃、高松塚古墳発見の話題が新聞を賑わせ

ていて、その発見者である網干さんが平城ニュータウ

ンへ転居されており、また、I先生の畝傍中学での教え

子でもあるとの事でした。

　彼は大学卒業後、考古学、歴史学に貢献し、日本考

古学会の会長になった、と聞くから「きっといい仕事

をしてくれるに違いないよ」と、おっしゃられて名刺

に紹介の言葉を書いてくれました。そしてこの話を自

治会会長の永田さんに話しましたら、永田さんは、

「それはいい話だ」と言う事になり、右京の地区自治

会役員全員と神功地区の役員をしておられた大橋さん

や梶野さんとご一緒に、網干善教さんと言う関西大学

の教授のお宅に参上して、文化協会の会長職をお願い

することになりました。

　網干先生のお宅にお邪魔して、「文化協会」設立の

趣旨を説明し、その会長になって頂きたい旨を懇願し

ました。ジッと聞いておられた先生は、しばらくし

て、快諾して下さいました。とても嬉しくて、帰路、

皆と幾度も幾度も喜びを語り合った事を思い出しま

す。

会誌「層富」　　　     　　　会章



　文部科学省を先頭に「地域総合型スポーツクラブ」

創りを提唱し奈良市でもわが協会が指導的役割を果た

して20近い地域クラブができています。わが協会発足

当時は地域で横に繋がったスポーツの協会組織は三鷹

市、神戸市垂水区に在ると聞き三鷹には電話で、垂水

には視察交流に出向き形態・活動状況を調査しまし

た。

　その結果は、三鷹は室内競技クラブだけの組織、垂

水はグラウンド等の確保のための屋外クラブ組織で、

わが協会のように全ての組織を網羅したものではあり

ませんでした。

　そういう点では当協会は、地域総合型スポーツクラ

ブの日本の元祖でもあります。当協会を創設された稲

田氏をはじめ先人たちの偉大な先見性に深い感銘を覚

えます。

　稲田初代会長は、あらゆる機会に『スポーツには

ルールがある。スポーツを通じてルールを守る人創り

をし、平城ＮＴをルールを守るまちにする。』と言わ

れました。

　私は「爺さんその話はもう百回以上聞いたよ。」と

冗談を言ったくらいでした。稲田会長が総会、大会の

挨拶の中で言われた言葉を平成元年に協会の活動目標

として定式化したのが次の標語です。

＊一人ひとつのスポーツで健康づくり

＊みんなスポーツで多くの友達づくり

＊コミュニティスポーツで楽しい街づくり

　当協会の活動が認められ平成元年６月に奈良県知事

から「コミュニティスポーツ推進優良団体」表彰を戴

き、続いて平成２年10月には「社会体育普及振興優良

団体」として文部大臣賞を戴き記念祝賀会をして、

「五葉の松」記念植樹としてならやまコミュニティ会

館前に植えました。元年及び２年の表彰される年に

は、マスコミ重視の活動を精力的にした結果、二年間

で当協会関係の記事が新聞雑誌合わせて70数回掲載さ

れました。

　風変わりなイベントとしては、昭和57年に協会

「カーニバル」を実施。第二団地ショピングセンター

広場に各クラブが夜店を出し、舞台では各クラブ一芸

の出し物で楽器演奏・歌謡・コーラス・舞踊・バレー

ボールクラブのフラダンスのときは大爆笑。

　フィナーレはフォークダンス・社交ダンスと楽しみ

ました。「スポーツ協会」昔話になりましたが、お許

しください。スポーツ協会の緊急課題は、団塊の世代

の代を迎え平城ＮＴも高齢化が進み60歳以上が30％に

迫ろうとしています。高齢者向けのスポーツの普及こ

そ地域協会の使命だと思います。』

　現在の協会の状況は、ニュータウン住民を主体に25

種目、45のクラブが協会に加盟し活動しています。会

員数は1241名を数え、各所属クラブは、ニュータウン

内のスポーツ施設を利用して、日常的に活動を行うと

ともに、協会加盟クラブ員や自治会の皆さんの協力に

より、全住民を対象とした各種のスポーツ教室、講習

会やスポーツ大会を引き続き開催しております。4自治

連合会、26自治会、45スポーツクラブと地域内全学校

（１高等学校、1中学校、1小中学校、2小学校）の協力

を得る全国的にも稀有な三位一体の組織となっており

ます。

　「ならやまコミュニティスポーツ会館」と「高の原

コミュニティスポーツ会館」については、奈良市の指

定管理者制度により当協会が引き続き管理委託を受

け、利用率ほぼ100％を維持しながら、協会クラブ員や

住民の利用増進を図っております。

　2023年現在　少子高齢化による人口減少、協会を取

りまく環境は更に厳しい状態が続いていますが住民の

スポーツ環境の維持発展に寄与し、これからの50年の

歴史を紡ぐために『スポーツの力』を発揮し、地域を

盛上げたいと思います。

『平城ニュータウンスポーツ協会の活動目標』

＊一人ひとつのスポーツで健康づくり

＊みんなスポーツで多くの友達づくり

＊コミュニティスポーツで楽しい街づくり

　　創立30周年記念広報紙（2009年）に元会長石森義

人氏より寄せられた「協会活動30年を振り返って」の

文章と現在の活動について紹介いたします。

（以下、2009年寄稿文より）

　『平城ニュータウン（以下「ＮＴ」）に入居が開始

されたのが昭和47年、当時は、高の原駅も仮設で、駅

に行く道も泥んこ道で、その道も日替わりのように工

事の都合でルートが変えられました。ショピングも第

一団地・第二団地のショピングセンターに数店舗があ

るだけ、そんな地に全国各地から人々が移り住みまし

た。

　知らない土地で知らない人同士の住民たちは、友達

を求めて自治会を作り自治会を核として第ニ団地・第

一団地にソフトボール・軟式野球・少年野球・空手道

などの各クラブが自然発生的につくられ、又マラソン

大会・夏祭りが行われました。そんな中で各種クラブ

や自治会が集まり、話し合い、「交流を深め仲間づく

りをしよう！」「力を合せてもっと多くの種目のクラ

ブをつくろう！」「統一した力で施設づくり要望もし

ていこう！」と、スポーツ協会（以下、「協会」）を

創る発想が生れました。

　協会創りの準備は稲田・梶野・小林・宮川・奥・松

本・山岡・畠山（右京小教諭）等の各氏が中心になり

行われました。昭和53年７月16日第ニ団地集会所会議

室で結成総会が開かれ、初代会長に稲田武一氏が選出

され協会がスタートしました。

協会は、

①新クラブづくりと育成

②住宅公団、奈良市等へのスポーツ施設関係要望

③街づくりへの自治会との共同行動

を主な目標として発足し活動しました。

　クラブづくりは協会結成後急速に進み、卓球・バ

レーボール・剣道・柔道・薙刀･テニス・水泳・バドミ

ントンと矢継ぎ早に結成されました。施設づくりにつ

いては、協会結成後直ちに住宅公団及び奈良市に対

し、野球の出来るグラウンドとテニスコートを朱雀第

二公園に造るように要求し、翌年開設されました。併

せて平城ＮＴに体育館を建設するよう要求し、自治会

と一緒になって強力な交渉をし、３年から10年かけて

実現しました。

　昭和58年には、左京１号公園にグラウンド・テニス

コートを建設するよう要求、住宅公団は難色を示し熾

烈な交渉となりましたが、結果的には61年６月に出来

上がりました。

　ならやま会館の完成は昭和61年、早くも63年秋には

１万２千余名の住民署名を集めて当時の西田市長に第

二体育館（神功）建設を要求しました。奈良市はコ

ミュニティ体育館が市全体で２館しかない。第一体育

館が朱雀、三号館が神功では平城ＮＴに偏ると大変渋

りましたが、結局住民の署名の功あって平成７年に完

成しました。

　街づくり行事は自治会と共同でマラソン大会、ソフ

トボール大会、夏祭り等全住民対象の行事を行い現在

に引き継がれています。



「支えあう 住みよい社会 地域から」

民生委員制度の歩み

　民生委員制度の源とされているのが、大正6年、岡

山県で創設された済世顧問制度です。

　この済世顧問制度の設置規程公布日が5月12日で

あったことからこの日が「民生委員・児童委員の日」

となりました。済世顧問制度の特徴としては、①地域

の優れた人材に顧問を委嘱する、②防貧活動を使命と

する、③自立能力を潜在させている人びとがその力を

発揮できる機会を提供し自立を支援する、などがあげ

られる。

　その翌年、大正7年に誕生したのが大阪府の方面委

員制度で、広く全国に普及していくことになります。

方面委員の「方面」とは、「地域」を表し、各委員

は、①それぞれが一定の区域を担当する、②区域の訪

問調査により世帯状況を常に把握する、③生活困窮等

で支援が必要な人は迅速に救済機関につなげる、と

いった役割を担っており、それは今日の民生委員に共

通しています。昭和3年に方面委員制度は全国に普及

し、全国の委員数は1万5,155人を数えました。

　昭和4年、新たな公的救済制度を定める「救護法」

が成立。しかし、財政上の問題から実施時期は未定と

いう状況が続きました。昭和6年4月、方面委員の全国

組織として全日本方面委員連盟（全国民生委員児童委

員連合会の前身）が誕生しました。昭和6年2月全国の

委員代表が連署した「救護法実施請願ノ表」を上奏す

る。その思いが実り、昭和7年1月より救護法は実施さ

れました。その補助機関として救護委員が置かれ方面

委員が兼ねることになった。このような中、方面委員

制度を全国統一の制度にしていくことが求められ法的

基盤が必要となり、昭和11年11月、方面委員令が公布

される。地域ごとの実情にも配慮しつつ法的な基盤が

整えられました。

　昭和12年、日中戦争が始まり、戦争に突入し戦時体

制が進む中、国民は厳しい耐乏生活を余儀なくされ、

生活の刷新合理化運動が推し進められました。方面活

動もこうした動きに組み込まれ一翼を担うこととなり

ました。そうした中でも出征軍人の家族への支援な

ど、住民に寄り添った活動を続けました。昭和20年8

月終戦を迎え、昭和21年9月、民生委員令が制定さ

れ、方面委員は民生委員と改められました。

　「民生」とは、「国民の生活、生計」という意味で

す。児童や母子、高齢者の福祉をはじめ、広く国民生

活全般の相談に応じる役割を表す名称とされました。

委嘱者も知事から厚生大臣（当時）に改められまし

た。昭和22年、児童福祉法が制定。この法において児

童委員が創設され、民生委員が兼任することとなりま

した。昭和23年7月、民生委員法が公布されました。

法制定に伴い、市町村民生委員推薦会、都道府県の審

査会、委員の資格要件、任期を三年とすることなど明

確にされました。

　昭和20年代

末以後の活動

において特筆

されるものと

して「世帯更

生 運 動 」 と

「心配ごと相

談事業」があ

げられます。昭和30年には、低所得世帯の自立を支援

する「世帯更生資金貸付制度」も創設され、これが現

在の「生活福祉資金貸付制度」です。昭和42年「活動

強化要網」を定め、地域社会の実情把握するため「全

国モニター調査」を行いました。初の調査は昭和43年

「居宅ねたきり老人の実態調査」を実施。調査結果

は、社会に大きな驚きを与え、以後の在宅福祉充実に

大きな役割を果たした。以降も父子家庭、独居高齢

者、孤独死等、多様なテーマで実施されました。

　平成6年1月、主任児童委員制度が誕生。平成12年6

月、民生委員法が改正し、民生委員の性格が「住民の

立場に立った相談、援助者」と改められました。地域

福祉の担い手として「住民の福祉の増進を図るための

活動を行う」こと等が明示され現在に至っています。

誰もが笑顔で、安全に、安心して暮らせる社会づくり

のため、民生委員活動は今日も続いています。

各地区での活動状況紹介

１．奈良市　佐保台地区　　委員数　７名

　当地区での活動内容としては、①一人暮らし高齢者

対象にご自宅への見守り訪問、相談事の聞き取りな

ど。また、春と秋に食事会などのイベントを開催。②

主任児童委員は、0歳～未就園児とその保護者対象に

活動。子育てスポット「どんぐり広場」の運営。③そ

の他の活動として、委員同士の情報交換、情報共有の

為の定例会の実施。小学生の登下校見守り。地区団体

と協力し「くらしのなんでも相談室」の開催。困り事

のある高齢者とその家族へ相談窓口の紹介の実施。地

域福祉活動、行事への参加を行っています。

２．奈良市　左京地区　　委員数　１０名

　当地区では、地域の諸団体と連携し安心安全な街造

りを目指し活動しています。主な活動内容は

①地域の方々のお困りごと等の相談活動②一人暮らし

の高齢者や障害をお持ちの方等への定期的な訪問見守

り活動③地域連携による見守り活動④地域の各種行

事、会合への参加、協力等⑤県や市が主催する行事へ

の参加⑥くらしのなんでも相談室事業への協力他。

　今後も、大人にとっては安心して生活でき、また子

供にとっては安心して成長できる地域を目指し活動し

て参りたいと思います。

３．奈良市　朱雀地区　　委員数　１２名　

　朱雀当地区

は、各町内の民

生委員は欠員な

く配置し、主任

児童委員も2人

の体制で日常の

見守り相談活動

を遂行していま

す。ニュータウ

ンのくらしのなんでも相談室にも参加して、地域の皆

さんの声を聞いています。また朱雀地区の夏祭りや

キッチンカーフエスタにも民児協として参加し、PR活

動、ポン菓子無料配布、福祉紹介など地域の環境に合

わせた活動を展開しています。また、まちづくり協議

会のメンバーとして、地区社協、地区万青連合と、地

域福祉の未来想定図を検討、研修を行っています。

４．奈良市　右京地区　　委員数　１３名

　当地区では、①緊急時に備え、家族構成、緊急連絡

先等を記入する「ふれあいカード」の提出依頼活動を

行っています。（任意）②子育て広場ぷらんぷらんで

実施されるフードパントリーへの協力やくらしのなん

でも相談室事業への参加③高齢者や要支援者宅への訪

問や相談④生活福祉資金に関する相談⑤地域団体や学

校への協力などを行っています。　

５．奈良市　神功地区　　委員数　１０名

　当地区では、住みやすい街づくりをテーマに、①高

齢者のお一人暮らしの方への訪問を行い、関係団体発

行のたよりや警察の機関紙などを配布し、相談や注意

喚起などを促しています。②避難行動要支援者の方へ

は、平治時の訪問、支援活動を行っています。③地区

の関係団体との情報共有と相互で開催する行事などに

参加協力を行っています。また、地区の一部で回覧を

スマホ等で見られる電子化を実施し、民児協情報を提

供しています。

６．木津川市 木津西部地区（相楽台・兜台）

　　　　　　　　　　　　委員数　１６名

　当地区は、平成23年4月、旧木津町民生児童委員協

議会が木津東部と木津西部に分かれることにより発足

しました。主な活動は①高齢者の日々の見守りと訪

問。②子ども達の登下校の見守りです。ニュータウン

では、ご近所のつながりのないことを不安に思ってお

られる方も多いと思います。少しでも安心して暮らし

ていただけるように寄り添った活動を目指して行動し

ています。

７．精華町　桜が丘地区　　委員数　６名

　当地区では、日々の活動として①一人暮らしの高齢

者や生活にお困りの方などのご自宅を訪問し、安否確

認や生活上の困りごとの相談に乗ったり、必要に応じ

て役場などの関係機関へのつなぎ役も担っています。

②主任児童委員は子育て家庭の相談に応じたり、小中

学校との連絡調整などを行っています。

③定例会は毎月1回開催し、その後小学校区毎に別れ

て部会を行い情報交換などを行っています。④あんし

ん相談では、民生児童委員が２人一組になって、毎月

1回、生活相談を行っています。
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